


















































































スリランカ民主社会主義共和国情報技術分野人材育成計画 対処方針 

 

1. 調査確認事項 

調査項目 現状及び課題 対処方針 備考 

0 プロジェクトの実績と実施プロセス 

0.1 上位目標の達

成見込 

0.1.1 上位目標 

スリランカ産業界におけるIT関連人材

が質・数ともに向上する。 

 

指標1：UCSCにて研修を受けた高度なIT

人材が一定のペースで増加する。 

指標2：人材の数と技術レベルの両面に

おいて、産業界のIT利用が向上する。 

UCSC並びにスリランカ政府関係機関

及びIUFメンバー等による上位目標

達成に向けた組織体制構築、インフラ

整備等の取組みを調査し、必要な助言

を行う。 

また、2002年に策定されたe-Sri 

Lanka（情報通信技術に関する5ヵ年

計画）等の国家計画に基づく昨今の取

り組みを確認する。 

 

 

0.2 プロジェクト

目標の達成状況 

0.2.1 プロジェクト目標 

スクールオブコンピューティング

（UCSC）がスリランカ産業界のニーズに

マッチしたIT研修を、大学･IT研修機

関・産業界のIT関連人材に対してより効

果的･効率的に実施できるようになる。 

 

指標：IT研修コース並びにWBTに関する

研究開発に対するUCSCスタッフの能力

が確立される。 

 

IT研修コースについては、UCSCの記

録、参加機関へのインタビュー調査、

専門家及びUCSCのC/Pへのインタビ

ュー及び彼らによる自己評価により

確認する。 

WBT関連のR&Dについては、各研究開

発グループが取りまとめた、これまで

の成果及び今後の予定を中心とした

進捗レポートにより、その研究開発能

力を確認する。 

 

0.3 プロジェクト

成果の達成状況 

（Outputs） 

 

0.3.1 成果1 

UCSCの組織･機能が強化される。 

 

指標：スタッフ・予算・資機材・管理シ

ステムの面で、数と質（能力）が向上す

る（強化される） 

UCSCの人員配置、予算、資機材、設

備等に係る記録、UCSC直接観察によ

り確認する。 

また、政府関係機関、関係大学、UCSC

（プロジェクトダイレクター及びマ

ネージャー）に対するインタビューか

ら、UCSCがIT教育を担う中心的機関

として継続的に存続していける組

織・体制であるかを確認する。 

 

 

 0.3.2 成果2 

スリランカ側C/PがWBTの実施に必要な

IT技能・技術を習得する。 

 

指標1：UCSCで6人の上級WBTインスト

ラクターが育成される。 

指標2：UCSCで18人のWBTコンテンツ開

発者･IT指導員が育成される。 

指標1については、これまでに派遣さ

れた短期専門家による能力評価結果、

並びに専門家及びC/Pに対するイン

タビューにより確認する。 

 

指標2については、WBTコンテンツ開

発者・IT指導員としての実績をUCSC

資料から確認するとともに、専門家及

びC/Pに対するインタビューにより、

本邦研修結果フィードバック状況に

ついて確認する。 

 

インストラク

ショナル・デ

ザインなど、

テストによる

点数付けに馴

染まない指導

科目の評価方

法（短期専門

家所感） 

 0.3.3 成果3 

UCSCがWBTコンテンツ開発者／IT指導員

を対象として、WBTに係るIT研修コース

を実施する。 

 

指標1：6種類の基本的なWBT教材が開発

指標1については、既にUCSCにおい

て、WBTコンテンツの開発やWBTを実

施するために必要とする要素技術を

3コースに集約し研修が実施されて

いる。専門家及びC/Pに対するインタ

ビューにより、C/Pが独自に開発（あ

 



調査項目 現状及び課題 対処方針 備考 

される 

指標2：大学・IT研修機関・産業界で200

人のWBTコンテンツ開発者・IT指導員が

育成される。 

るいは技術移転教材を編集）したWBT

教材について確認する。 

指標2については、UCSCにおける研

修コースの実施回数及び受講者数に

より確認する。 

 

 0.3.4 成果4 

UCSCが開発したコンテンツによるWBTコ

ースを実施する。 

 

指標1：UCSCで8つのWBTモジュールが

導入され、300名の学生・研修生が研修

を受ける。 

指標2：1,000名のBIT（Bachelor of IT）

学生がWBTコンテンツを用いた研修を受

ける。 

指標1については、専門家及びC/P

に対するインタビューにより、USCS

にて開発されている8つのWBTモジュ

ール（①Fundamentals of Programming 

using JAVA、②Computer Network & 

Communication、③Computer Driving 

license、④English for ICT、⑤Digital 

Video Technology、⑥Image Processing、

⑦Animation Fundamentals、⑧

Instructional Design）開発の現状を確

認する。 

指標2については、WBTコンテンツを

用いた学生数を確認する。（中間評価

にて、プロジェクトで開発したWBT

コンテンツをBIT学生に提供するこ

ととしている。） 

 

 

 0.3.5 成果5 

UCSCにおいて、WBTに関連するR&D能力が

向上する。 

 

指標：3つのWBTに関する論文が国内また

は国際会議にて発表される。 

 

UCSCに保管されている資料、専門家

及びC/Pに対するインタビュー調査

により確認する。 

 

0.4 活動実績 0.4.1 活動計画と実績 

UCSCの組織･機能が強化される。  

1-1 プロジェクトの実施・運営ユニッ

トが確立される。 

1-2 プロジェクト関連情報が収集・広

報される。 

1-3 他のIT関連施設・組織との協力・

協調が強化される。 

スリランカ側C/PがWBT実施に必要なIT

技能･技術を習得する。  

2-1 マルチメディア応用技術が更に向

上される。 

2-2 コンピュータネットワーク技術が

更に向上される。 

2-3 情報システム運営・管理技術が更

に向上される。 

2-4 データベース運営・管理技術が更

に向上される。 

2-5 WBTシステム技術が向上される。 

2-6 インストラクショナル・デザイン

技術が向上される。 

UCSCがWBTに係るIT研修コースを提供す

る。 

3-1 WBTコンテンツ開発者及びIT指導

員向けの研修コースが準備され

プロジェクトから提出された半期報

告書、活動計画（PO）の精査、活動実

績報告、並びに専門家及びC/Pに対す

るインタビュー調査により確認する。 

 



調査項目 現状及び課題 対処方針 備考 

る。 

3-2 WBTコンテンツ開発者及びIT指導

員向けの研修が実施される。 

UCSCがWBTコースを提供する。 

4-1 ニーズ評価及び分析が行われる。

4-2 WBTモジュールのデザインが行わ

れる。 

4-3 WBTモジュールの開発が行われる。

4-4 UCSCでWBTコースが実施される。 

4-5 （UCSCで）実施されたWBTコースの

評価が行われる。 

4-6 8WBTモジュールのうち、4つがモデ

ルケースとして開発される。 

UCSCにおいてWBTに関連するR&D能力が

強化される。 

5-1 R&Dが計画される 

5-2 R&Dが実施される。 

 

0.5 投入実績 0.5.1 投入計画と実績 プロジェクトで作成されている暫定

実施計画（TSI）、日本・スリランカ双

方の投入実績表などの各種資料の精

査及びプロジェクトトレーニングル

ームの視察などから、投入実績を確認

する。 

 

 

 

2. 評価確認事項 

調査項目 現状及び課題 対処方針 備考 

1 妥当性 

援助プロジェクトの正当

性・妥当性を問う視点 

スリランカ政府は1998年を「情報技術の

年」として宣言、IT分野の強化を国家開

発のなかで協力に推進すべきものとして

おり、2002年11月にはe-Sri Lankaと

いう情報通信技術に関する5ヵ年計画が

発表されている。 

実施機関UCSCの前身となるICTは、1987

年にIT産業向けのエンジニアを養成す

ることを目的として旧プロ技「スリラン

カ・コンピューターセンター・プロジェ

クト」を得て創設されたものである。 

（中間評価結果） 

・ e-Sri Lanka及びRegaining Sri 

Lankaにおいてもpromotion of 

Information Technologyなどの国

家政策が後押しとなり、スリランカ

のIT化の動きは加速化している。

 

評価用グリッド（案）に従い、調査結

果をもとに評価を行う。 

・ プロジェクト形成時のスリラン

カIT分野の国家開発計画の位置

づけと現在の位置づけから案件

の妥当性を検討する。 

・ プロジェクト目標と上位目標の

整合性及び受益者ニーズとの整

合性を確認する。 

・ 我が国の援助重点課題及びJICA

国別事業実施計画との整合性を

確認する。 

 

2 有効性 

プロジェクトの実施により

受益者もしくは社会への便

宜がもたらされているかを

問う視点 

UCSCにおいては、WBTに関するIT研修コ

ース（専門家から技術移転のあった要素

技術を3つに集約：①マルチメディア関

係、②インストラクショナル・デザイン

関係、③システム関係（WBTシステムま

たはLMS）を実施するとともに、WBTモジ

ュールの開発を進めている。 

評価用グリッド（案）に従い、調査結

果をもとに評価を行う。 

・ プロジェクト実施による成果は、

プロジェクト目標の達成に貢献

しているかについて、その整合性

を確認する。 

・ WBTに係るIT研修コース受講経

 



調査項目 現状及び課題 対処方針 備考 

（中間評価結果） 

・ 現状では教育分野におけるコンテ

ンツ開発のニーズは顕在化してい

るものの、企業におけるニーズは顕

在化するには至っていない。 

験者及び同受講者派遣元への質

問票及びインタビュー調査を行

い、この結果をもとに評価を行

う。特に、プロジェクトが実施し

たWBTに係るIT研修コースで習

得した技術が、受講者側でどのよ

うに活用されているかについて

調査・確認する。 

 

3 効率性 

主にプロジェクトのコスト

と効果の関係に着目し、資

源が有効に活用されている

か（されるか）を問う視点 

これまでに長期専門家2名、インストラ

クショナル・デザイン及びWBTシステム

を含む要素技術に関する短期専門家を派

遣、デジタルスタジオ用機材及び研究開

発用機材等を供与するとともに、主に

R&Dに係る本邦研修を実施した。 

また、JCC及びIUFが年2回のペースで

定期的に実施されている。 

（中間評価結果） 

・ 当初想定していた要素技術4つ（マ

ルチメディア応用、コンピュータネ

ットワーク、情報システム管理、DB

管理）に加え、インストラクショナ

ル・デザイン及びWBTシステム管理

をプロジェクト進行過程において

追加、事前評価における予定の立て

方が甘かったため（最初の1年間で

要素技術の移転及びモデルモジュ

ールの開発を行うとともにWBTに

関する研修の準備を行い、後の2

年間でWBTによる研修を行うとい

う予定）、当初の予定からするとア

ウトプットの達成は遅れているも

のの、実状に合わせて現実的な計画

の変更を行った。 

・ 音声認識については、R&Dの一部の

機材の調達が遅れた。 

 

評価用グリッド（案）に従い、調査結

果をもとに評価を行う。 

・ 成果に対する投入（専門家派遣、

各種機材の供与、C/P研修の実施

及びプロジェクトが実施した現

地調査等）の規模・質・時期が適

切であったかについて、検討す

る。 

・ JCC及びIUFが適切に機能したか

について、専門家及びC/P、関係

機関（IUFメンバー）に対するイ

ンタビューにより確認する。 

 

4 インパクト 

プロジェクト実施によりも

たらされる、より長期的・

間接的効果や波及効果を問

う視点 

Open University, Distance Learning 

Center (World Bank), private banks等

がe-learningやWBTのコンテンツ作りを

行う本プロジェクトに関心を示し、UCSC

にコンタクトしてきている。 

また、R&D分野においては、既に複数の

論文が既に国際会議で発表されている。

 （中間評価結果） 

・ 3D graphics のプロジェクトが文

化財の3Dデータ保存の協力で貢献

しはじめている。（Department of 

Cultural Affairs, Ministry of 

Human Resources Development, 

Education and Cultural Affairs）

評価用グリッド（案）に従い、調査結

果をもとに評価を行う。 

・ 今後スリランカにおいて、プロジ

ェクト成果の普及に向け、どのよ

うに投入された機材、技術移転さ

れたC/P、WBTに係るIT研修コー

ス及びWBTモジュール、R&D成果

を活用するのか、上位目標達成見

込みとの関連について、調査・検

討する。 

・ 他の類似機関（研修機関等）との

相乗効果について、特にIT研修

を受講した機関に対するインタ

ビューにより確認・検討する。 

・ 本プロジェクト実施により、他大

学でのIT研究活動や教育コース

に影響を与えたかについて、イン

 



調査項目 現状及び課題 対処方針 備考 

タビューにより確認・検討する。 

 

5 自立発展性 

援助が終了しても、プロジ

ェクトで発現した効果が持

続できるか（持続の見込み

はあるか）を問う視点 

 

 （中間評価結果） 

・ 政府からの予算及びBITからの自

己収入もあるが、現時点においては

自己収入を制度上はUCSCの判断で

運営に回すことができない。UCSC

のインセンティブ向上のためにも

自己収入を運営費として使えるこ

とにより更なる自立発展が望まれ

る。 

評価用グリッド（案）に従い、調査結

果をもとに評価を行う。 

・ UCSCの運営について、C/P（プロ

ジェクトダイレクター等）に対す

るインタビュー、並びに、各部門

の機能及び財務諸表に係る資料

から事業の継続性について確認

する。 

・ スリランカ国政府及びUCSCが今

後プロジェクト成果の普及を行

うにあたっての懸案事項を確認

するとともに、今後の事業継続に

係る計画を確認する。 

 

 

6 結論  上記プロジェクト実績及び評価5項

目の結果を踏まえ、本プロジェクトの

協力期間内でのプロジェクト目標の

達成及び終了見通しを確認する。 

 

7 教訓・提言  上記プロジェクト実績、実施プロセス

及び評価結果を総合し、相手国関係機

関に対するプロジェクトの今後のあ

り方についての短期的・長期的提言を

行う。また、現在実施中あるいは今後

開始される類似プロジェクトへの教

訓を導き出す。 

 

8 プロジェクト終

了後の対応について 

プロジェクト終了後は、引き続き「音声

認識研究の長期研修員受入」並びに「遠

隔教育情報技術者育成（第三国研修及び

現地国内研修）」を予定している。 

左記のとおり長期研修員受入、並び

に第三国研修にて、技術移転の成果

を普及・発展させていく予定である。

これについて、スリランカ側と確認

する。 
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/P
、
専
門
家

 

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

0.
3 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

成
果
の
達
成
状
況

 
0.

3.
1 

成
果

1「
U

C
SC

の
組
織
・
機
能
が

強
化
さ
れ
る
」
の
達
成
度
合
い

 
 

• 
ス

タ
ッ

フ
・

予
算

・
資

機

材
・

管
理

シ
ス

テ
ム

の
面

で
、
数
と
質
（
能
力
）
が
向
上

（
強
化
）

 

• 
U

C
SC

の
ス
タ
ッ
フ
配
置
状
況

• 
U

C
SC

予
算

 
• 

U
C

SC
機
材

 

• 
U

C
SC

組
織
図

 
• 
ス
タ
ッ
フ
リ
ス
ト

 
• 
事
業
計
画
、
予
算

 
• 
施
設
、
機
材
配
置
状
況

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 

• 
直
接
観
察

 
• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

 
0.

3.
2 

成
果

2「
ス

リ
ラ
ン
カ
側

C
/P

が

W
B

T
の
実
施
に
必
要
な

IT
技
能
・
技
術

を
習
得
す
る
」
の
達
成
度
合
い

 

• 
6
人
の
上
級

W
B

T
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
育
成

 
• 

18
人
の

W
B

T
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
者
･
IT

指
導
員
を
育
成

 

• 
上
級

W
B

T
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
人
数
と

IT
ス
キ
ル

 
• 

W
B

T
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
者
・

IT
指
導
員
の
人
数
と
ス
キ
ル

 

• 
技
術
移
転
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

• 
C

/P
、
専
門
家

 
• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

 
0.

3.
3 

成
果

3「
U

C
SC

が
W
B
T
コ
ン
テ
ン

ツ
開
発
者
／
I
T
指
導
員
を
対
象
と
し
て
、

W
B
T

に
係

る
I
T

研
修

コ
ー

ス
を

実
施

す

る
」
の
達
成
度
合
い

 

• 
6
種
類
の
基
本
的
な

W
B

T
教

材
を
開
発

 
• 
大

学
・

IT
研

修
機

関
・

産
業

界
で

20
0
人
の

W
B

T
コ
ン
テ

ン
ツ

開
発

者
・

IT
指

導
員

を

育
成

 

• 
C

/P
に
よ
り
開
発
・
提
供
さ
れ

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び

W
B

T
教

材
、
資
料
の
数
と
質

 
• 

W
B

T
コ

ン
テ

ン
ツ

開
発

者
及

び
IT

指
導
員
の
人
数
と

IT
ス

キ
ル

 

• 
ス
リ
ラ
ン
カ
側
開
発

W
B

T
教
材
及
び
資
料
リ

ス
ト

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

 
0.

3.
4 

成
果

4「
U

C
SC

が
開
発
し
た
コ
ン

テ
ン

ツ
に

よ
る

W
B
T

コ
ー

ス
を

実
施

す

る
」
の
達
成
度
合
い

 

• 
8
つ
の

W
B

T
モ
ジ
ュ
ー
ル
が

導
入
、

30
0
名
の
学
生
・
研
修

生
が
研
修
を
受
講

 
 

• 
W

B
T
モ
ジ
ュ
ー
ル
数

 
• 
学

生
及

び
研

修
生

の
研

修
受

講
者
数

 
 

• 
W

B
T
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発

数
 

• 
W

B
T
コ
ン
テ
ン
ツ
数
と

B
IT

学
生
受
講
者
数

 

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 



ス
リ

ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
情
報
技
術
分
野
人
材
育
成
計
画
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 

 

評
価

設
問

 
大

項
目

 
小

項
目

 
判

断
基

準
・

方
法

 
（

PD
M

指
標

）
 

必
要

な
情

報
・

デ
ー

タ
 

情
報

源
 

情
報

収
集

方
法

 

• 
1,

00
0
名
の

B
IT
（

B
ac

he
lo

r o
f 

IT
）
学
生
が

W
B

T
コ
ン
テ
ン

ツ
を
用
い
た
研
修
を
受
講

 

• 
B

IT
学
生
の

W
B

T
コ
ン
テ
ン

ツ
に
よ
る
研

修
受
講
者
数

 

 
0.

3.
5 

成
果

5「
U

C
SC

に
お
い
て
、
W
B
T

に
関
連
す
る

R
&
D
能
力
が
向
上
す
る
」
の

達
成
度
合
い

 

• 
3
つ
の

W
B

T
に
関
す
る
論
文

を
国

内
ま

た
は

国
際

会
議

で

発
表

 

• 
論
文
数

 
• 
研
究
論
文

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

0.
4 

活
動
実
績

 
0.

4.
1 

活
動
計
画
と
実
績

 
 

• 
活
動
計
画
と
実
績

 
• 

PO
と
実
績

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
0.

5 
投
入
実
績

 
0.

5.
1 

投
入
計
画
と
実
績

 
 

• 
日
本
側
投
入
計
画
と
実
績

 
• 
ス

リ
ラ

ン
カ

側
投

入
計

画
と

実
績

 

• 
TS

Iと
実
績

 
• 

TC
P
と
実
績

 
• 

C
/P

リ
ス
ト

 
• 
ス
リ
ラ
ン
カ
側
ロ
ー
カ
ル

コ
ス
ト
負
担
実
績

 
• 
ス
リ
ラ
ン
カ
側
負
担
機
材

リ
ス
ト

 
• 
ス
リ
ラ
ン
カ
側
提
供
施
設

情
報

 

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 

0.
6.

1 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
と
実
績

 
 

• 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
と
実
績

 
• 
半
期
報
告
書

 
• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
0.

6.
2 

専
門
家
と

C
/P

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
円
滑
か
つ
適
切
で
あ
っ
た
か

 
 

• 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
状

況
 

• 
C

/P
の
意
識

・
行
動
変
化

 

0.
6 

活
動

実
施

プ
ロ

セ
ス

は
適

切
で

あ
っ

た
か

 

0.
6.

3 
技
術
移
転
は
適
切
で
あ
っ
た
か

 
 

• 
技
術
移
転
の

方
針

 

• 
半
期
報
告
書

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

 



ス
リ

ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
情
報
技
術
分
野
人
材
育
成
計
画
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 

 1.
 

妥
当

性
 

 
評

価
設

問
 

大
項

目
 

小
項

目
 

判
断

基
準

・
方

法
 

必
要

な
情

報
・

デ
ー

タ
 

情
報

源
 

情
報

収
集

方
法

 

1.
1 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
上

位
目

標
に

貢
献
す
る
か

 

1.
1.

1 
国
家
政
策
と
の
整
合
性
は
高
い
か

（
国

家
開

発
計

画
・

IT
戦

略
と

の
整

合

性
、
新
た
な
国
家
政
策
の
有
無
と
関
連
性
）

 
• 
国
家
開
発
計
画

 
• 

e-
Sr

i L
an

ka
の
内
容

 
• 
そ
の
他

IT
戦
略
の
内
容

 
• 
そ
の
他
の
関
連
政
策
の
内
容

 

• 
e-

Sr
i L

an
ka

 
• 
他
の

IT
戦
略
文
書

 
 

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
政

府
関

連
機

関

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 
1.

2 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ

ル
ー
プ
（

U
C

SC
）
の

選
定

は
適

切
で

あ
っ

た
か

 

1.
2.

1 
U

C
SC

の
ス

リ
ラ

ン
カ

国
大

学
に

お
け
る
位
置
づ
け

 
 

• 
ス

リ
ラ

ン
カ

国
に

お
け

る
大

学
の
活
動
状
況

 
• 

U
C

SC
以
外

の
IT

研
修
機
関

の
有
無

 

• 
C

/P
、
専
門
家

 
• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

1.
3.

1 
U

C
SC

の
ス

タ
ッ

フ
が

情
報

技
術

を
身
に
付
け
る
必

要
性
は
高
い
か

 
 

• 
U

C
SC

ス
タ
ッ
フ
の
情
報
技
術

に
対
す
る
ニ
ー
ズ

 
• 

U
C

SC
ス
タ
ッ
フ

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 
1.

3 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
、

規
模
は
妥
当
か

 
1.

3.
2 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

人
数

と

構
成
は
適
切
か

 
 

• 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
IT

研
修

コ
ー
ス
別
の
研
修

受
講
者
数
と
効
果

 

• 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

績
デ

ー

タ
 

• 
C

/P
、
専
門
家

 

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 
1.

4 
日

本
の

援
助

政

策
に

合
致

し
て

い
る

か
 

1.
4.

1 
援

助
重

点
課

題
と

の
関

連
性

は
あ

る
か

 
 

• 
我

が
国

の
ス

リ
ラ

ン
カ

国
に

対
す
る
援
助
重
点
分
野

 
• 
当

該
国

国
別

援
助

計
画

（
外
務
省
）

 
• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 
1.

5.
1 

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標

の
整
合
性
は
高
い
か

 
 

• 
関
係
者
の
意
見

 
• 
実
施
協
議
調
査
団
報
告
書

• 
C

/P
、
専
門
家

 
1.

5.
2 

協
力

計
画

の
策

定
（

変
更

）
過

程

は
適
切
で
あ
っ
た
か

 
（

W
B

T
シ
ス
テ
ム

、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
追
加
の
妥
当
性
）

 

 
• 

W
B

T
シ

ス
テ

ム
、

イ
ン

ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
へ

の
ニ
ー
ズ

 
• 
関
係
者
の
意
見

 

• 
実
施
協
議
調
査
団
報
告
書

• 
中
間
評
価
報
告
書

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 

1.
5 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

デ
ザ
イ
ン
は
妥
当
か

 

1.
5.

3 
協
力
枠
組
み
の
妥
当
性

 
（

協
力

期
間

お
よ

び
短

期
専

門
家

中
心

の

技
術
協
力
の
妥
当
性
）

 

 
• 

IT
ニ
ー
ズ
の
変
化

 
• 
関
係
者
の
意
見

 
• 
実
施
協
議
調
査
団
報
告
書

• 
中
間
評
価
報
告
書

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

1.
6 

妥
当

性
を

欠
い

た
要
因

 
上

記
す

べ
て

に
つ

い
て

、
妥

当
性

が
低

い

場
合
そ
の
理
由

 
 
―
―

 
 

 
―
―

 
 

 



ス
リ

ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
情
報
技
術
分
野
人
材
育
成
計
画
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 

 2.
 

有
効

性
 

 
評

価
設

問
 

大
項

目
 

小
項

目
 

判
断

基
準

・
方

法
 

必
要

な
情

報
・

デ
ー

タ
 

情
報

源
 

情
報

収
集

方
法

 

2.
1 

成
果

は
達

成
さ

れ
て
い
る
か

 
 

 
（
実
績
参
照
）

 
（
実
績
参
照
）

 
 

2.
2 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る
か

 

 
 

（
実
績
参
照
）

 
（
実
績
参
照
）

 
 

2.
3.

1 
U

C
SC

の
組

織
・

機
能

の
強

化
は

貢
献
し
て
い
る
か

 
 

• 
U

C
SC

の
設
備
整
備
の
具
体
的

内
容

 
• 
ス
タ
ジ
オ
の
稼
働
状
況

 
• 

C
/P
、
専
門
家
の
意
見

 

• 
設
備
リ
ス
ト

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 

2.
3.

2 
C

/P
に
対
す
る

W
B

T
実
施
に
必
要

な
IT

技
能
・
技
術
の
修
得
は
貢
献
し
て
い

る
か

 

• 
IT

技
術
移
転
の
具
体
的
内
容

• 
C

/P
、
専
門
家
の
意
見

 
• 
技

術
移

転
項

目
の

リ
ス

ト

及
び
記
録
、

TC
P 

• 
C

/P
、
専
門
家

 
2.

3.
3 

U
C

SC
の
提

供
し
た

W
B

T
に
係
る

IT
研
修
コ
ー
ス
は
貢
献
し
て
い
る
か

 
• 

W
B

T
に

関
す

る
技

術
移

転
内

容
 

• 
W

B
T

研
修

用
に

開
発

さ
れ

た

コ
ン
テ
ン
ツ

 
• 

C
/P
、
専
門
家
の
意
見

 

• 
技

術
移

転
項

目
の

リ
ス

ト

及
び
記
録
、

TC
P 

• 
研
修
用
コ
ン
テ
ン
ツ

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 

2.
3.

4 
W

B
T
コ
ー

ス
の
実
施
、

W
B

T
コ

ン
テ

ン
ツ

の
開

発
及

び
提

供
は

貢
献

し
て

い
る
か

 

• 
W

B
T
コ
ー

ス
の
内
容

 
• 

W
B

T
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容

 
• 

C
/P
、
専
門
家
の
意
見

 

• 
研
修
リ
ス
ト
と
研
修
記
録

• 
研
修
用
コ
ン
テ
ン
ツ

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
2.

3.
5 

U
C

SC
の

W
B

T
に
関
連
す
る
強
化

さ
れ
た

R
&

D
能
力
は
貢
献
し
て
い
る
か

特
に

2
.
3
.
4
,
の

W
B
T
の
コ
ー
ス
開

発
・

コ
ン

テ
ン

ツ
提

供
の

レ
ベ

ル

に
つ

い
て

は
、

次
の

３
つ

の
ス

テ

ッ
プ
で
評
価
 

①
 ツ

ー
ル
の
操
作
が
可
能
 

②
 コ

ン
テ

ン
ツ

、
コ

ー
ス

の
設

計
、
制
作
が
可
能
 

③
 コ

ー
ス

の
円

滑
な

オ
ペ

レ
ー
シ

ョ
ン
が
可
能
 

• 
R

&
D
活
用
内
容

 
• 

C
/P
、
専
門

家
の
意
見

 
• 
研
究
論
文

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

2.
3 

各
成

果
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

貢
献

し
て

い
る

か
 

2.
3.

6 
U

C
SC

の
提
供
し
た

IT
研
修
が
産

業
界
の

IT
技
術
力
の
向
上
に
有
効
で
あ
っ

た
か

 

U
C

SC
の

IT
研
修
受
講
者
が
、

IT
シ

ス
テ

ム
開

発
や

管
理

に
携

わ
っ

た
事

例
、

他
の

者
の

ス
キ

ル
向

上

に
貢
献
し
た
事
例
の
有
無

 

• 
IT

研
修
の
内
容

 
• 
産
業
界
の
意
見

 
• 

U
C

SC
の

IT
研
修
を
受
講

し
た

産
業

界
関

係
者

、
派

遣
元

 
 

• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

C
/P

の
異

動
・

離
職

に
よ

る
影

響
は

あ
っ

た
か

 
  

• 
離
職
率
、
離
職
理
由

 
2.

4 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

目
標

達
成

を
阻

害
し

た
要
因
は
あ
る
か

 
そ
の
他
の
阻
害
要
因

 
  

• 
関
係
者
の
意
見

 

• 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
記
録

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 



ス
リ

ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
情
報
技
術
分
野
人
材
育
成
計
画
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 

 3.
 

効
率

性
 

 
評

価
設

問
 

大
項

目
 

小
項

目
 

判
断

基
準

・
方

法
 

必
要

な
情

報
・

デ
ー

タ
 

情
報

源
 

情
報

収
集

方
法

 

3.
1.

1 
専

門
家

派
遣

人
数

、
専

門
分

野
・

能
力
、
派
遣
時
期
・
期
間
は
適
切
か

 
• 
専
門
家
派
遣
実
績

 
• 
専
門
家
派
遣
実
績
表

 
• 
半
期
報
告
書

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
3.

1.
2 

供
与

機
材

の
種

類
・

量
・

設
置

時

期
は
適
切
か

 
• 
機
材
供
与
実
績

 
• 
機
材
供
与
実
績
表

 
• 
機
材
管
理
状
況
表

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
3.

1.
3 

研
修

員
受

入
人

数
、

研
修

内
容

、

分
野
、
研
修
期
間
、
受
入
時
期
は
適
切
か

• 
研
修
員
受
入
実
績

 
• 
研
修
員
受
入
実
績
表

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
3.

1.
4 

 C
/P

の
人

数
、
配
置
状
況
・
時
期
、

能
力
は
適
切
で
あ
っ
た
か

 
• 

C
/P

配
置
状
況

 
• 

C
/P

配
置
実
績
表

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

3.
1.

5 
ス

リ
ラ

ン
カ

側
か

ら
提

供
さ

れ
た

（
U

C
SC

の
）
建
物
・
設
備
の
質
、
規
模
、

利
便
性
は
適
切
で
あ
っ
た
か

 

実
績

の
部

分
に

関
し

て
は

、
計

画

値
と
比
較
す
る

 

• 
建
物
・
施
設

の
現
状

 
• 
施
設
、
機
材
配
置
状
況

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
直
接
観
察

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 
3.

1.
6 

ス
リ

ラ
ン

カ
側

か
ら

投
入

さ
れ

た

人
材

（
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

）
の

質
と

量
は
適
切
で
あ
っ
た
か

 

 
• 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
プ

ロ
フ
ァ
イ
ル

、
技
術
取
得
状
況

• 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

リ

ス
ト
、
テ
ス
ト
結
果

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 

3.
1 

達
成

さ
れ

た
成

果
か

判
断

し
て

、
投

入
の

質
・

量
・

タ
イ

ミ
ン
グ
は
適
切
か

 

3.
1.

7 
ス

リ
ラ

ン
カ

側
か

ら
投

入
さ

れ
た

予
算
の
規
模
は
適
切
で
あ
っ
た
か

 
 

• 
U

C
SC

の
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関

連
予
算

 
• 

U
C

SC
支
出
実
績

 
• 
専
門
家

 

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

3.
2 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
は

適
切
で
あ
っ
た
か

 

3.
2.

1 
JC

C
 M

ee
tin

g、
IU

F 
M

ee
tin

g
は
、

適
切
に
機
能
し
た
か

 
 

• 
関
係
者
の
意
見

 
• 

JC
C
及
び

IU
F
議
事
録

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
会
議
出
席
者

 

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 
3.

3 
効

率
性

を
阻

害

し
た
要
因
は
あ
る
か

 
 

 
• 
関
係
者
の
意
見

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
上
記
会
議
出
席
者

 
• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 
 



ス
リ

ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
情
報
技
術
分
野
人
材
育
成
計
画
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 

 4.
 

イ
ン

パ
ク

ト
 

 
評

価
設

問
 

大
項

目
 

小
項

目
 

判
断

基
準

・
方

法
 

必
要

な
情

報
・

デ
ー

タ
 

情
報

源
 

情
報

収
集

方
法

 

4.
1.

1 
上
位
目
標
の
達
成
状
況

 
（
実
績
参
照
）

 
（
実
績
参
照
）

 
 

4.
1.

2 
U

C
SC

の
IT

研
修
を
受
け
た
者
の

所
属
す
る
機
関
や
企
業
の
、

IT
活
用
に
対

す
る

方
針

や
活

動
に

影
響

を
与

え
た

か
否

か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

前
と

実
施

後

の
比
較

 

4.
1.

3 
U

C
SC

の
IT

研
修

を
受

け
た

者

が
、

再
度

よ
り

進
ん

だ
研

修
を

受
け

た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
を
も
っ
て
い
る
か

 

 

• 
関
係
者
か
ら
の
情
報

 
• 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
見

 
• 

U
C

SC
の

IT
研
修
を
受
講

し
た

産
業

界
関

係
者

、
派

遣
元

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 

• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

4.
1 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

り
上

位
目

標
の

達
成

見
込

み
は

ど
の
程
度
あ
る
か

 

4.
1.

4 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

e-
Sr

i L
an

ka
政
策
に
影
響
を
与
え
た
か
否
か

 
 

• 
関
係
者
か
ら
の
情
報

 
• 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
見

 
• 
関
係
省
庁

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 
4.

2 
イ

ン
パ

ク
ト

発

現
に

対
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

貢
献

度
は

高
い
か

 

4.
2.

1 
他
の
類
似
機
関
（
特
に

IT
研
修
を

受
け
た
者
の
所
属
す
る
機
関
・
企
業
）
と

の
デ
マ
ケ
、
相
乗
効
果
は
あ
る
か

 

 
• 
類
似
機
関
の
役
割

 
• 
関
係
者
か
ら
の
情
報

 
• 
関
連
研
修
機
関
・
企
業

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

4.
3 

そ
の

他
の

波
及

効
果
は
あ
る
か

 
4.

3.
1 

そ
の

他
、

正
負

の
イ

ン
パ

ク
ト

は

あ
る
か

 
 

• 
関
係
者
の
意
見

 
• 
関
連
業
界
紙

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

  



ス
リ

ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
情
報
技
術
分
野
人
材
育
成
計
画
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 

 5.
 

自
立

発
展

性
 

 
評

価
設

問
 

大
項

目
 

小
項

目
 

判
断

基
準

・
方

法
 

必
要

な
情

報
・

デ
ー

タ
 

情
報

源
 

情
報

収
集

方
法

 

5.
1.

1 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
、

研
修

実
施
や

W
B

T
教
材
作
成
、
機
材
や
ソ
フ
ト

の
維

持
管

理
に

必
要

な
予

算
を

担
保

で
き

る
か

 

 
• 
大
学
と
の
関
係

 
• 
今
後
の
事
業
の
見
通
し

 
• 
関
係
者
の
意
見

 

• 
事
業
計
画
、
予
算

 
• 
機
材
管
理
状
況
表

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
大
学
等
の

JC
C
メ
ン
バ
ー

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

5.
1.

2 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

継
続

す
る

組
織

・
部

署
と
人
員
配
置
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か

そ
の

部
署

の
役

割
権

限
と

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
活
動
内
容
と
の
整
合
性
が
あ
る
か

 

 
• 
大
学
と
の
関
係

 
• 
関
係
者
の
意
見

 
 

• 
事
業
計
画
、
予
算

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
大
学
等
の

JC
C
メ
ン
バ
ー

• 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

5.
1.

3 
大
学
内
に
お
け
る

U
C

SC
の
位
置

づ
け

に
今

後
変

更
が

あ
る

可
能

性
は

あ
る

か
 

 
• 
大
学
と
の
関

係
 

• 
関
係
者
の
意
見

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
大
学
等
の

JC
C
メ
ン
バ
ー

• 
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

5.
1 

U
C

SC
に
お
い

て
今

後
と

も
事

業
を

継
続

す
る

こ
と

が
可

能
か

 

5.
1.

4 
産
業
界
は
、
今
後

U
C

SC
を
自
社

ス
タ

ッ
フ

の
人

材
育

成
の

場
と

し
て

活
用

し
て
い
く
考
え
を
持
っ
て
い
る
か

 

 
• 
産
業
界
の
意
見

 
• 

IU
F
メ
ン
バ
ー

 
• 
質

問
表

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

5.
2.

1 
C

/P
や

U
C

SC
ス
タ
ッ
フ
は
、
今

後
と
も
定
着
す
る
か

 
 

5.
2.

2 
移

転
さ

れ
た

技
術

は
実

施
機

関
内

で
維
持
・
発
展
し
て
い
く
か

 
 

• 
専
門
家
の
意

見
 

• 
C

/P
に
よ
る

評
価

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
質
問
表

 
5.

2 
移

転
さ

れ
た

技

術
は

定
着

し
て

い
く

か
 

5.
2.

3 
中

長
期

的
に

見
た

場
合

、
機

材
や

ソ
フ

ト
の

更
新

に
ど

の
よ

う
に

対
応

す
る

の
か

 

 
• 
関
係
者
の
意
見

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
大
学
等
の

JC
C
メ
ン
バ
ー

• 
質

問
表

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

5.
3 

自
立

発
展

性
に

影
響

を
与

え
た

（
ま

た
は

与
え

る
可

能
性

の
あ

る
）

貢
献

・
阻

害
要
因
は
何
か

 

 
 

• 
関
係
者
の
意
見

 
• 

C
/P
、
専
門
家

 
• 
大
学
等
の

JC
C
メ
ン
バ
ー

• 
質

問
表

、
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー

 

  



関係者質問及び回答表（1） 

（アンケート及びインタビュー結果） 

 

1. 産業界（産業－大学フォーラムメンバー）への質問及び回答 
No. 質問 回答 

1 UCSC の研修

コースをど

う評価しま

すか？また

そ の 理 由

は？ 

  

【Board of Investment、Sri Lanka (BOI)】 

・UCSC は、スリランカの IT トレーニング機関のパイオニアとしての地位を、その前身である 1986 年の

ICT(Institute of Computer Technology)が JICA のプログラムとしてスタートして以来、ずっと維持している。

・UCSC のトレーニングの特徴は、特に産業界サイドが問題意識を抱いている企業の IT システムの分析、プログ

ラム開発（Business system analysis, Business system Program）に寄与してきたことが特徴である。 

・産業界の現在の重要な issue は Web であり、産業界は Web Developer を求めているが、スリランカでは Web 

Developer が絶対的に不足している 

・WBT はとてもタイムリーなテーマであり、UCSC がこれにフォーカスした IT トレーニングを展開していること

は高く評価できる。 

【ACTOS】 

・UCSC が WBT の IT トレーニングを行っていることは、スリランカにおける WBT 手法の普及につながるため、非

常に重要なことである。 

2 他の大学や

IT 研修機関

と 比 べ て

UCSC の特徴

はどこにあ

りますか？ 

  

【Board of Investment、Sri Lanka (BOI)】 

・モロトワ大学、ペラデニア大学も優れた大学であるが、従来からの工学（Conventional Engineering）が主

体である。例えば、モロトワ大学は、通信、電子工学が、ペラデニア大学は数学や基礎的な工学、理論が強い。

・民間の IT training 企業も多数あるが、人のレベルの高さ（Qualified Staff）という点で、大学に劣る。IT 

Training で重要なのは、受講者がどこまで理解できたかということを効率的に評価することであるが、民間 IT

企業はこのアセスメントが欠けている。一方大学は多くの優れた人材がいるため、受講者の理解のレベルをき

ちんと把握できる。従って、大学においては、より効果的で包括的(Effective and Comprehensive)な IT トレ

ーニングが可能である。 

・一方大学には、企業経験が欠けており、企業サイドからのニーズを把握できていないことが多いため、企業

と大学との間の連携はまだ満足の行くレベルにない。 

・UCSC では IUF があって、産業界と大学との連携に力を入れている。また、企業が一番求めている IT 人材は、

Web Developer であり、CS に強い UCSC は適切である。 

・UCSC は IUF を運営しており、この IUF は UCSC と産業界との連携強化に寄与してきた。IUF メンバーからのア

ドバイスに基づき、UCSC は産業界からのリクエストが最も高いテーマの一つである WBT の研修コースを実施し

ている。UCSC は WBT 研修の経験を積んできており、それが UCSC の能力向上につながっている。 

・以上の理由から、UCSC は、スリランカの民間企業、大学の中で、WBT のトレーニング機関として最も適切で

ある。 

・このビル（World Trade Center）には、Virtusa、IFS といったスリランカで最大のソフトウエア企業もある

が、UCSC からの卒業生を受け入れており、期待はとても大きい。 

【ACTOS】 

・モロトワ大学、ペラデニア大学などに比べると UCSC はまだ歴史が浅いが、UCSC はマルチメディアの分野にお

いて定評がある。モロトワ大学は、電子、CAD/CAM などに強く、ペラデニア大学はネットワーキングやコンピュ

ーターサイエンスに強い。UCSC は、マルチメディア開発の一環として、様々な言語のサポート方法も開発して

おり、シンハラ語やタミル語へのローカライゼーションにも力を入れているのが特徴である。 

3 スリランカ

産業界のニ

ーズ、スリラ

ンカ政策を

考慮に入れ

た場合、UCSC

の活動の継

続発展性に

ついてどの

ように考え

ますか？ 

【Board of Investment、Sri Lanka (BOI)】 

・今のスリランカでは教育はコロンボに余りに集中し過ぎている。WBT は地方の人々にも教育の機会を与えると

いう意味で、今後のスリランカでは最も重要な課題である。 

・UCSC が update な WBT のトレーニングを今後とも提供していけば、産業界や他の大学からのニーズは引き続き

維持できるし、他の IT トレーニングとの差別化も可能である。 

【ACTOS】 

・各大学で特徴を持たせたトレーニングを今後とも行うべきであり、UCSC にはマルチメディア、WBT に強く期

待したい。 

 

 

2. 政府関係機関への質問及び回答 
No. 質問 回答 

1 e スリランカ

政策はどの

ように展開

されていま

すか？ 

【ICT Agency】 

・ICT 法が 18 ケ月前に制定され、それに基づいて、スリランカの ICT 政策の実施機関として ICT Agency も設立

された。 

・位置づけは民間企業。株は政府が 100％保有しており、総理大臣が管轄している。 

・この 18 ヶ月間は、World Bank などと調整しながら、プロジェクトの準備を進めてきた。 

・推進すべきプロジェクトがまとまり、2～3 週間前に初めて fund が振り込まれた。Board メンバーも来週には

固まる予定である。 

・ICT agency の行うプロジェクトの規模は、今後 4 年間で 80M$である。従業員はフルタイムの人が約 25 人。

・社長のマンジュ氏は、ミレニアム、同氏は Informatics からこちらへ来た。 

2 スリランカ

の政策の中

で、IT 政策の

【Board of Investment、Sri Lanka (BOI) 】 

・IT のプライオリティは高い。BOI でも、14 のフリートレードゾーンが設置されているが、BOI 本部、税関な

ど他の関係政府機関とのコミュニケーションが円滑にとれていないことが、最大の問題の一つである。BOI のサ



位置付けは

如 何 で す

か？ 

ービスの大きな目玉は、フリートレードゾーンの企業に対する、諸手続きのワンストップサービスの提供であ

る。したがって、BOI の中でも、IT 部門は政策の実行の視点から、その重要性は高いため、独立した一つの部

門となっている。 

【ERD】 

・WBT, distant Learning は、スリランカの教育にとって非常に重要であると思う。 

・既に World Bank の Distant Learning プロジェクトが動いている。 

【ICT Agency】 

・ICT のプライオリティは極めて高い。ICT Agency のような形の組織も、スリランカでは今まで前例がなく、

これもスリランカ政府が非常に力を入れている表れである。 

3 e スリランカ

政策の中で、

UCSC の活動

の重要性は

如 何 で す

か？ 

【Board of Investment、Sri Lanka (BOI) 】 

・産業界からもニーズの高い Web Developer を育成しているという点において、重要性は高い。 

【ERD】 

・UCSC は南アジアの中でも、IT training についてはトップレベルだと思う。Everyone wants to go to UCSC.

【ICT Agency】 

・E-learning は、e-Sri Lanka の柱の一つとなっている。具体的には、e-Sri Lanka には、Human Resource 

Development をはじめとし、5つの政策分野が掲げられているが、e-learning はこの HRD の中に位置づけられて

いる。 

4 他の大学と

比 較 し て

UCSC の位置

付けは如何

ですか？ 

  

【Board of Investment、Sri Lanka (BOI) 】 

・モロトワ大学、ペラデニア大学等がコンベンショナルな技術に強いのに対して、UCSC は WBT という産業界か

らも政府からもニーズの高い分野におけるトレーニングを行っていることが特徴。役割は異なる。 

【ERD】 

他の大学に、WBT 技術を transfer できれば、スリランカ全体の WBT の向上に大きく寄与する。 

【ICT Agency】 

・コンピューターサイエンスの分野では知名度は高い。 

・e-learning のような CS に支えられた技術を UCSC でもっと開発していくべきだ。 

 

 

3. Open University への質問及び回答 
No. 質問 回答 

1 大学におけ

る IT 教育の

今後のプラ

ンは如何で

すか？ 

【Open University】 

・彼女は大学で Education Technology 部門、および Staff Development Center の acting Director を兼務し

ており、Senior Lecturer というタイトルを持っている 

・Open University は、学生数約 2 万人。教育方法は、学生に Course book を渡して原則として自習。クラスも

あるがそれは質疑応答等に限定されている。従ってマルチメディア教材のような自習教材が、学生の理解を助

ける上で、他の Conventional な大学以上に重要。 

・今後、e-learning にも取り組んでいく予定である。 

・Open University の Education Technology 部門の施設も、1993 年に JICA の支援により整備された。 

・彼女が自ら教材作成を担当しているのは、Bachelor of Science の学生約 600 名。余りにも多忙なので、まだ

ほとんど手を付けることができない状態である。 

・しかし Director、Flash も購入してあり、時間を見て、みずからマルチメディア教材を CD-ROM の形で作成し、

図書館に置きたいと思っている。 

2 UCSC の活動、

能力につい

てどう評価

しますか？ 

【Open University】 

・ウイークエンド 2 回（計 6日）の Content Development for CD-ROM に参加。Flash を学ぶのが目的であった。

週末のコースは、自分の仕事を気にかけなくてよいのでよかった。 

・Flash および ID とも新しい知識を得られてよかった。 

・Practice の時間が足りなかったので、習ったことも練習できないと身に付かずに忘れてしまう。Practice の

時間をもっと設けるべきである。 

・クラスは 15 人ほどであったが、Content/Software Development 履修者が 4名ほどおり、彼らはある程度理解

できていた。しかし初めて本コースを受ける自分をはじめとする人には、Practice 時間が少なすぎたので、つ

いていくのが難しかった。 

・Instructor は supportive であったが、2 人では少なすぎる。皆が質問するので、いつも受講生の誰かにかか

りっきりであって、なかなか自分の番に回ってこない。 

・6 日のうちの 1 日は、Instruction Design であり、自分にとっては特に有用であった。Basic テキストは配布

されたが、追加の資料は配布してもらえなかったことが残念。 

・Open University でも、カナダの Commonwealth Educational Media Centre for Asia (CEMCA)の支援を得て、

マルチメディアコースの training を行っている。インストラクターはオーストラリアとインドから来ている。

コースは 2種類であって、一つがマルチメディアコース教材開発、もう一つは e-learning である。スリランカ

の全ての大学の関係者に案内している。最近 Open University はこれらの 2 つのワークショップをマルチメデ

ィア化して提供している。受講生は約 20 名。期間は Practice の時間も必要であるため２週間としている。ま

た受講料は２週間で 5,000 ルピーであって、UCSC よりも安く、Lunch 付である。UCSC は政府の資金がかなり入

っている機関にしては、受講料が 9,000 ルピーというのは高すぎると感じた。 

3 その他、追加

情報 

【Open University】 

・Open Univ.の研修は、the Commonwealth Educational Media Centre for Asia (CEMCA)によって行われた。

マルチメディアコンテンツ開発を自習方式および e-learning 方式による 2 種類の IT 研修コースを実施し、講

師はインドとオーストラリアから来た。 スリランカ内の大学関係者に参加案内を出した。 その後、Open Univ.

は Open Univ.関係者および他の大学関係者を対象としたワークショップを開催した。ワークショップの参加者

は 20 人程度であった。 

 



 

4. IT Training Company への質問及び回答 
No. 質問 回答 

1 産業界に対

する貴機関

の IT 研修の

今後のプラ

ンは如何で

すか？ 

【Gateway Kids School of Computing】 

・コロンボに 6校、コロンボ以外のスリランカ各地に 6 校。子供を対象にした IT トレーニング機関としてはス

リランカ最大である。 

・4 歳から 16 歳までが対象年齢。彼らを 10 の異なるレベルにクラス分けして授業を行っている。11 歳からは、

MS Office も教えている。 

・このブランチでは生徒数は 450 名、1週間休みなし。午後 2 時から 6時まで、1 時間単位で実施。インストラ

クターは 10 名。Gateway 全体では生徒数は約 5,000 名。 

・授業料はスリランカにしては安くなく、人によって異なるが、１時間 300 ルピー以上。Middle Class を対象

としている。 

・教材は全て Gateway のスタッフがデザインし、テキスト、問題、補助教材等も全て手作りである。 

・英国の NCC(National Computing Center)から、Gateway の教材は認定を受けており、パキスタン、バングラ

デッシュ、マレーシアなどでも子供を対象とした IT トレーニング用教材として使われている。（注：非常に立

派な独自の教材） 

・教材を update してより質の高い教材を作成していきたいが、IT 教材作成法、IT トレーニング開発法などを

もっと学んで行きたい。 

【IDM】 

・スリランカには IT コースのある国立大学が 13 あり、各大学から毎年 50 名程度が卒業するが、産業界の需要

は毎年 5,000 名であり、そのギャップは大きい（「Geared for Growth, SL ICT Association(SLICTA)」）。そ

のギャプを埋めているのが、IDM のような IT トレーニング機関である。 

・IDM は内外の教育機関と提携して IT トレーニングを行っており、コースを終えると提携している教育機関の

卒業資格が得られる。提携している教育機関としては、Charles Sturt Univ., Australia (BIT, MIT), London 

Metropolitan Univ., England (BSC), および UCSC の BIT である。 

・授業料は、Charles Sturt と London 大学は、3年間で 50 万ルピー、UCSC の BIT は３年間で 12 万ルピーであ

る。 

・BIT は、2000 年からスタート。登録者数は、2000 年度は 5,000 人、2001 年度は 3600 人、2002 年度は 2900

人、2003 年度は 2760 人。最初の年の登録生が 2002 年度に卒業したがその人数は 51 人と少なかった。2年度目

の卒業生は 90 人であった。 

・BIT と提携している IT トレーニング機関は全部で 25-30 程度あるが、IDM はその中で最大であり、昨年度は

600 人、今年度は 300 人程度を担当している。各 IT トレーニング機関のシラバス等は同じであるが、トレーニ

ングの中身、価格などで競争している。 

2 UCSC の活動

内容と能力

をどう評価

しますか？ 

【Gateway Kids School of Computing】 

・スリランカには IT コース開発法について教えている機関は他にはないため、UCSC のインストラクションデザ

インのコースは非常に貴重でありためになった。 

・今後同社のコース開発においても ID の考え方を参考にしようと思っている。 

・通常のインストラクターは自分が知っている知識の全ては出したがらないが、UCSC のインストラクターは自

分が持っている知識の全てを伝授しようとしてくれたので、とても helpful であった。 

・Practice の時間が足りなかった。話よりももっと practice に時間を割くべきである。 

・WBT というタイトルの割には、講義の内容が多岐にわたりすぎていた。Photoshop、Flash なども興味深かっ

たが、ATutor のような LMS 等、WBT をもっと掘り下げたコースにして欲しかった。 

・UCSC はコロンボでもとても有名(popular）。授業料は他の IT トレーニング機関に比べると安価であり、質は

とても高い。大手の IT トレーニング機関としては、IDM、NIBM(National Institute of Business Management), 

SLIIT（Sri Lanka Institute of Information Technology)があるが、授業料の割には必ずしも質は高くないこ

とがある。 

・UCSC には、IT コースのデザイン法、教材作成法について、引き続きトレーニングをお願いしたい。また、カ

リキュラム管理、生徒の学習評価、試験方法等についても学びたい。 

【IDM】 

・WBT はとても便利であって、インターネットにつながっておれば、誰でもどこでもアクセスできて教材もダウ

ンロードできるため、学生にとってとても helpful であり、タイムリーな教育が可能である。 

・CS に強い UCSC が WBT の IT トレーニングを行っていることは、スリランカにおける WBT 手法の普及につなが

るため、非常に重要なことである。 

・BIT と連携した WBT の展開は、実践的な WBT を行っているという点から高く評価できる。これらは今後スリラ

ンカにおける WBT の普及にとってきわめて重要である。 

・各大学で特徴を持たせたトレーニングを今後とも行うべきであり、UCSC にはマルチメディア、WBT に強く期

待したい。 

 



 

5. その他企業への質問及び回答 
No. 質問 回答 

1 従業員等に

対する IT 研

修のプラン

は如何です

か？ 

【Commercial Bank】 

・Commercial Bank では、銀行業務に関する職員教育のための e-learning を開発中。現在試作版は出来ている

が、カバーするエリアが広いためにコンテンツの量が多く、正式なリリースは後 1 年くらいかかる見込み。イ

ントラネットを介して、Commercial Bank 内の職員にアクセス可能とする。 

【MTN Networks】 

・MTN Networks はスリランカ最大のモバイル会社。Telecom Malaysia の子会社。Dialog GSM の名前で知られて

いる。従業員数 1,200 人、携帯販売数は約 100 万。 

・社員教育のための e-learning 化を進めており、昨年からスタートした。HR 担当者と IT 担当者の計 7 名が

e-learning チームを構成している。現在実現している e-learning のコンテンツは、移動体通信技術、基礎的な

事務処理、電話マナーなど。 

・しかし LMS はまだ導入していない暫定的な e-learning システムに留まっており、今年中に LMS も導入する予

定である。 

2 UCSC の活動

内容と能力

をどう評価

しますか？ 

【Commercial Bank】 

・1 週間という期間は実践的なスキルを学ぶには短すぎた。 

・自分が習った内容は、Dreamweaver を用いてスタイルシートによる Web ページの作成方法、Photoshop による

画像加工方法、Flash によるアニメーション作成方法など、Web のコンテンツ制作に関する内容を一通りカバー

するものであり、体系的に学べて大変ためになった。 

・トレーニング終了後、習った内容を活用して、HTML や Flash を自ら作成している。 

・もし UCSC が Web コンテンツ制作に関する Advanced コースを開催するのであれば、是非参加したい。 

・コンテンツ制作のみならず、LMS、e-learning の運営方法等、e-learning に関する Comprehensive な技術の

トレーニングコースもあれば、是非参加したい。 

（同氏以外に、Commercial Bank の Web Designer である Nissanka、プログラマの Basnayake も回答してきてい

るが、熱心であるとともに、UCSC に対する評価も高い） 

【MTN Networks】 

・UCSC は、スリランカで唯一、WBT に関するコンテンツ、システム技術のトレーニングを展開している機関。

・WBT の e-learning は今後スリランカで普及する見込みであり、この WBT トレーニングを実施している UCSC

の評判(recognition）は非常に高い。 

・LMS、Flash、HTML、Photoshop、Instruction Design について学んだが、コース内容、時間配分、インストラ

クター、設備全てに満足している。 

・学んだ技術を今社内で使って e-learning 用の新しいコンテンツ制作を始めている。 

・今後、これらの各課題個別に advanced コースを実施して欲しい。MTN からは必ず参加する。場所が近いのも

よい。 

・土日のみのコースが、勤務先からの連絡などが入らないために効率的であり、最も望ましい。土日×3～4 回

くらいがベスト。もし UCSC が土日のコースを提供するのであれば、我々はぜひ参加したい。 

 

 
6. インフラ関連企業への質問及び回答 
No. 質問 回答 

1 スリランカ

におけるネ

ットワーク

インフラ整

備の状況は

如 何 で す

か？ 

【Sri Lanka Telecom】 

・SLT は ADSL の整備を進めており、現在の ADSL 契約者数は、コロンボを中心とする地域がメインで、約 6,000。

512K と 2M の 2種類。 

・人気が上がってきており、毎月 500 契約数程度の伸び。主として法人契約であるが、個人も増えてきた。 

・またバックボーンの光ファイバー化も進めており、殆どの大都市間のバックボーンは光化している。 

・固定電話については、契約数約 85 万であり、まだ総人口の 5％程度。 

・モバイルにも子会社の Mobitel を通じて取り組んでおり、Dialog を追撃中。ただ、政府の規制が多く、それ

が最大のネックになっている。 

・WBT の展開に応じて、ADSL 接続のリクエストが来れば直ちに対応できる。したがって、WBT に関して、通信イ

ンフラ面からの障害はないと考えてよい。 

2 今後の整備

計画は如何

ですか？ 

【Sri Lanka Telecom】 

･コロンボ以外に、Kandy やその南の地域における ADSL のニーズも高まっており、スリランカ全土に ADSL のニ

ーズは広がりつつある。 

・SLT は地方からのニーズにも対応しつつある。したがって、今後とも WBT に関して、インフラ面からの懸念は

ない。 

 



 
7. Director 及び Manager への質問及び回答 
No. 質問 回答 

概論 

0.2 プロジェクト

の達成度をど

う評価します

か？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・よかった。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・本プロジェクトによる WBT トレーニングには産業界も参加しており、産業界の WBT の技術向上に寄与してい

る。最初の頃は参加者を集めるのに苦労したが、最近は reputation が高まってきたためかなり集まるように

なってきた。 

【Nandasara】 

・よかった。 

0.3.1 UCSC の組織

力強化につい

てどう評価し

ますか？ 

  

  

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・非常によかった。ADMTC のスタッフと設備は ICSC の組織力を強化し、BIT プログラムの活動を強化した。R&D

も UCSC の能力向上に寄与した。 

・ADMTC が設立されたのが 2002 年 6 月、UCSC が設立したのが 2002 年 9 月からであり、両者の有効な連携、協

力が、このプロジェクトに大きく貢献した。 

・UCSC 内の教授・助教授クラス（Indirect C/P も含む)約 50 人、Research Assistant 約 15 人、修士以上の学

生約 200 人、BSC 学生約 200 人間の縦の技術移転も効果的に行われた結果、UCSC 全体の質の向上、研究レベル

の向上に大きく寄与した。 

・R&D が取り入れられて、WBT に関する今後の技術を確保できたことが、UCSC の WBT コースの発展にとってき

わめて重要。もし R&D がなければ、UCSC が制作する WBT コースは今後とも低いレベルのままで留まらざるを得

なかった。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・既に他の大学等から研修実施（出前研修）、WBT トレーニングへの協力、制作の打診などに関する問い合わ

せが来ており、UCSC の WBT が高く評価されていることが分かる。（下記情報は Nandasara 氏から。ペーパーあ

り） 

①University of Ruhuna, Faculty of Medicine, Dept. of Pathology, 2004 年 12 月 15 日、「薬学部学生用

コンピュータ支援学習教材の設計と開発」"Designing and development of computer Assisted Learning 

material for medical Students"に関するトレーニングコース実施依頼。 

②Postal Management Training College、2004年6月22日、PageMaker, Quark Express, Photoshop, Illustrator, 

In-design に関するトレーニングの実施依頼。参加者は 25 名の予定。 

③University of Colombo, Medical Library, Faculty of Medicine, 2004 年６月 21 日、デスクトップパブリ

ッシングとグラフィックデザイン（CorelDraw, Pagemaker, Photoshop, Flash)に関するトレーニング実施依

頼。参加者は 22 人の予定。 

・BIT はスリランカで唯一の IT 分野における External な学位授与プログラムであり、BIT で用いる Web とテ

レビ放送用の教材作成にも本プロジェクトによって整備されたスタジオと育成されたスタッフが協力してお

り、マルチメディア教材作成の豊富な経験を積むことができた。 

【Nandasara】 

・非常によかった。ADMTC のスタッフと設備は ICSC の組織力を強化し、BIT プログラムの活動を強化した。R&D

も UCSC の能力向上に寄与した。 

カウンターパ

ートが修得し

た IT スキル

についてどう

評 価 し ます

か？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

非常によかった。ダイレクトカウンターパートおよびインダイレクトカウンターパートの WBT に関する能力と

R&D は向上した。デジタルスタジオを始めとする設備も、BIT のテレビ番組制作、CD 制作等において、UCSC の

成果の質を上げるのに貢献した。 

・BIT プログラムの WBT コース制作において、このプロジェクトで設置されたスタジオ、およびコンテンツ作

成技術が大きく貢献した。2.3.1 の回答参照。 

・本プロジェクトから、Indirect P/C 制度を取り入れたが、教授、助教授、ハイレベル研究者である Indirect 

P/C が、Direct P/C に絶えず技術指導、アドバイスを行ってくれたので、Direct P/C のスキルの向上に大きく

貢献した。 

【Nandasara】 

・非常によかった。ダイレクトカウンターパートおよびインダイレクトカウンターパートの WBT に関する能力

と R&D は向上した。デジタルスタジオを始めとする設備も、BIT のテレビ番組制作、CD 制作等において、UCSC

の成果の質を上げるのに貢献した。 

  - 6 人の技

術を修得した

UCSC のイン

ストラクター

について 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・WBT に関する開発力と研修能力を修得した。 

・1 人（Mr. Danika Nandana Piyadasa）はドロップアウト。もう一人（Mr. Makbool Jeneefar）はキャリアア

ップのために一旦出て行ったが、その教育プログラムが終わる２年後に再度 UCSC に戻ってきて欲しいと思っ

ている。 

【Nandasara】 

・WBT に関する開発力と研修能力を修得した。 

0.3.2 

  - 18 人の

UCSC のスタ

ッフについて 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・WBT に関する開発力と研修能力および R&D 能力を修得した。 

・既に高い技術レベルを持っており、Direct C/P に技術指導をしてくれている。 

・Instruction Design、Pedagogy については、殆どの Indirect C/P も参加した。 

【Nandasara】 

・WBT に関する開発力と研修能力および R&D 能力を修得した。 

・彼らは SME であり、プロジェクトにフルにインボルブはされていないが、Direct C/P の WBT 開発へのアドバ

イスをしてくれている。 



WBT に関する

IT 研修コー

スの成果をど

う評価します

か？ 

 

  - 6つのWBT

に関する教材

について 

【Nandasarra】 

・研修用に開発した教材はとても効果的であった。今後より発展していくものと考えられる。 

0.3.3 

  - 200 人の

大学における

コンテンツ開

発、IT 研修受

講者について 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・研修コースを通じて成果を上げた。特に複数のコースを受けた後の能力向上は顕著であった。 

・最初のうちは月から金までという Weekday を使ったコースを行っていたが、受講者の希望により金から日と

いう Weekend を有効に活用した日程に変更し、好評であった。 

【Nandasara】 

・評価する。トレーニングコースをいくつか経験した後に改善を行った。今後一層多くの受講者が特に大学を

中心として参加すると期待している。 

・トレーニングの日時を変更してから、Bank、Training institution、大学、Ministry of Education などか

らの参加者が増えた。（C5-1, C5-2) 

WBT モジュー

ルの開発と提

供についてど

う評価します

か？ 

  

  - 8つのWBT

モジュールに

ついて 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・12 のモジュール制作を試みてうちいくつかを完成させた。満足のいくものであった。 

【Nandasara】 

・仕事の内容は予想以上にきつかったし、全て最初のステップから取り組んだ。しかし殆どのモジュールは満

足の行くレベルに到達した。 

・WBT モジュールは 11 制作。 

・WBT のオンラインモジュールに加えて、CD によるコースモジュール、ビデオストリーミングモジュールも作

成した。 

  - 300 人の

UCSC で研修

を 受 け た生

徒、受講者に

ついて. 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・評価する（Detail Participants List 参照) 

【Nandasara】 

・評価する。 

0.3.4 

  - 1000 人の 

WBT コンテン

ツ で 学 んだ

BIT の学生に

ついて 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・評価する（Access Log 参照) 

【Nandasara】 

・評価する。試験が３月末にあり、そのための enrollment を 3 月中旬までに求められているために、今後ユ

ーザー数は急速に増大する見込みである。 

UCSCのWBTに

関する R&D 能

力の向上をど

う評価します

か？ 

 0.3.5 

  - 国内、国

際学会に提出

された３つの

WBT 関連論文

について 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・12 の論文を出した。R&D のよい成果であったと考えている。 

・研究開発力が高まった結果、全ての関連する学会に論文を発表することが出来るようになった。 

【Nandasara】 

・12 の論文を出した。R&D のよい成果であったと考えている。 

妥当性 

1.2.1 IT 研修の視

点から見て、

スリランカの

他の大学や企

業 と 比 べて

UCSC の位置

付けをどう評

価しますか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・スリランカおよび南アジアで最も進んだ IT 機関である。 

・IT トレーニングに関してはスリランカ随一、南アジア内でも有数の機関にまで育った。 

・SIDA の支援も得つつ、第三国研修協力まで行えるようになった。 

【Nandasara】 

・スリランカおよび南アジアで最も進んだ IT 機関である。 

・UCSC は、「The Center for development, delivery, maintenance of WBT materials」としての認識が、ス

リランカ全体にある。 

1.3.1 UCSC のスタ

ッフの IT ス

キルをどう評

価しますか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】、【Nandasara】 

・顕著な進展が見られ、大変よかった。 

 

1.3.2 UCSC のスタ

ッフの人数と

能力をどう評

価しますか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】、【Nandasara】 

・大変よかった。 

1.5.1 本プロジェク

トの上位目標

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・大変よかった。UCSC は WBT 能力を身に付けたと考えられる。 



達 成 の ため

に、他の大学

と 比 べ て

UCSC の位置

付け、役割を

どう評価しま

すか？ 

・WBT Center としての reputation は非常に高まった。 

・Rufuna University（Faculty of Medicine）、University of Peradeniya（Faculty of Medicine)、Dept. of 

Agriculture（Medical Center at Peradenia)から、WBT 制作協力依頼が来た 

・Open University, 銀行などからも相談を受けている。彼らは WBT トレーニングコースにスタッフを派遣し

てきた。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・コンピューターサイエンスの分野では、スリランカで一番高い。 

【Nandasara】 

・大変よかった。UCSC は WBT 能力を身に付けたと考えられる。 

・Bank、Training Institute なども、スタッフ in-house training のために、スタッフを送り込んでくるよう

になった。 

・Rufuna University（Faculty of Medicine）、University of Peradeniya（Faculty of Medicine)、Dept. of 

Agriculture（Medical Center at Peradenia)からの Inquiry あり。 

1.5.2 プロジェクト

の計画、管理

をどう評価し

ま す か ？特

に 、 "Web 

system 

technology"

と 

"Instruction 

design 

methodology"

が後から追加

されたことに

対してどう評

価しますか？  

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・ID と WBT を追加したのは大変よかった。 

・ID を追加して実によかった。ID は WBT 管理者にとってきわめて重要であり、勉強になった。 

・中原講師の講義は、次の 3 つの視点からよかった。①WBT に対する motivation が高まった、②講義後もイン

ターネットを通じたコミュニケーションでフォローアップ、③英語力 

・日本とスリランカは距離があるが、インターネットを通じた remote collaboration がきわめて重要である。

中原講師の方法でよく分かった。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・ID を追加したのは正しかった。 

【Nandasara】 

・ID と WBT を追加したのは大変よかった。 

1.6 上位目標達成

に対するネガ

ティブな事項

はありました

か？  

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・計画当初はモジュール制作数を 20 としていたが、20 も制作する時間はなかった。 

・英語コースの制作に当たっては、大学内の英語学科の協力が必要であるが、連携体制が不十分であった。他

の IT 関連コースの制作に関しては問題なし。 

【Nandasara】 

・計画当初はモジュール制作数を 20 としていたが、20 も制作する時間はなかった。8 モジュールであっても

時間的にはかなりきつかった。 

有効性 

2.3.1 UCSC の組織

力と機能の強

化が、プロジ

ェクト目標の

達成にどの程

度寄与したと

評 価 し ます

か？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・UCSC は自治権を持っている。DCS と ICT が一緒になって ADMTC が設立され、UCSC の参加の元でセンターとし

て位置づけられている。 

・UCSC は他の Faculty とは独立しており、UCSC 内で意思決定が可能であり、迅速な意思決定がプロジェクト

の管理に大きく貢献した。 

・特に人の採用に効果的であった。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・本プロジェクトによる WBT トレーニングには産業界も参加しており、産業界の WBT の技術向上に寄与してい

る。 

2.3.1 UCSC のスタ

ジオの操業状

況は如何です

か？どのよう

なコンテンツ

を制作しまし

たか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・64 の BIT プログラム制作、10 回のテレビインタビューなどが行われ、スタジオの知名度を高めた。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・BIT の教材作成などに、非常によく活用している。 

【Nandasara】 

・スタジオはシンハラ言語の録音等の自動音声認識プロジェクトにおいても活用された。 

2.3.2 WBT 実装技術

の修得は、プ

ロジェクト目

標にどの程度

寄与したと評

価しますか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・BIT のコンテンツとテレビプログラムの質の向上に寄与した。 

【Nandasara】 

・BIT のコンテンツとテレビプログラムの質の向上、BSC と MSc の教材開発に寄与した。 

2.3.3 WBT に関する

IT 研修コー

スはプロジェ

クト目標にど

の程度寄与し

たと評価しま

すか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・UCSC 以外の教育機関の能力向上も可能である。 

・UCSC 内の WBT に関する capacity が Build された結果、多くの他機関からのスタッフが WBT を習いに来るよ

うになり、スリランカ全体の WBT 能力向上に大きく寄与している。 

・その結果、WBT の考え方が普及してきて、従来型の「教えられる」(taught）から、自ら「習う」（learn）

という形へのパラダイムシフトがスリランカ内に起こりつつある。 

【Nandasara】 

・UCSC 以外の教育機関の能力向上も可能である。 

2.3.4 WBT コースコ

ンテンツは、

プロジェクト

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・WBT は従来型の「教える」方法から「学ぶ」方法へのパラダイムシフトをもたらした。 



目標にどの程

度寄与したと

評 価 し ます

か？ 

2.3.5 強 化 さ れた

WBT 関連 R&D

能力はプロジ

ェクト目標に

どの程度寄与

したと評価し

ますか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・技術の必要なサポートとトレーニングを提供した。 

・効果的な WBT コースを制作するために欠かすことの出来ない技術を提供してくれている。 

【Nandasara】 

・技術の必要なサポートとトレーニングを提供した。 

・質の高い研究開発に携わりたいと以前から考えていた。 

・多くのアカデミー関係者を本プロジェクトに巻き込むことが出来て、彼らの技術的指導を得ることが出来た

のは、R&D 活動があったためである。 

2.4 プロジェクト

目標達成に対

するネガティ

ブな事項はあ

りましたか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・一人は辞め、一人は留学のために去った。もう少し新たな人材を雇用する必要がある。低い給与水準が雇用

を難しくしている。またプロジェクト遂行に多忙であるために ADMTC スタッフの追加的な収入確保は難しい。

・WBT 技術を広く普及させていくためにはもう少しスタッフが欲しいが、低い給料レベルのために、優秀なス

タッフを新たにリクルートすることが困難である。 

・優れた教材を制作し、教材、WBT コースの販売を増やし、それを人件費の増額に充てていきたい。 

効率性 

3.1.1 日本から投入

された人材の

質、人数、機

関についてど

う評価します

か？  

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・期間がもっと長くかつ専門家が帰った後も遠隔協力ができれば、更によかった。 

・時間的、予算的制約を克服するために、インターネットを通じた遠隔協力をもっと活用すべきである。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・Direct C/P から聞いている話では、小暮氏と中原氏の評判が特によい。日本からのインストラクターに対す

る不満は特に聞いていない。 

【Nandasara】 

・期間がもっと長くかつ専門家が帰った後も遠隔協力ができれば、更によかった。 

3.1.2 日本から提供

された機材の

質、量につい

てどう評価し

ますか？  

【Project Director, V.K.Samaranayake】、【Nandasara】 

・評価する。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・すばらしい。 

3.1.3 日本に派遣さ

れた研修生の

研修コースの

質、期間につ

いてどう評価

しますか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】、【Nandasara】 

・期間がもう少し長ければ、更によかった。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・皆満足している。不満は聞いていない。 

 

3.2.1 JCC と IUF は

効率的に機能

しましたか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・評価する。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・特に問題なし。 

3.3  成果を出す上

においてネガ

ティブな事項

はありました

か？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・低い給料レベルのために、技術を会得したスタッフを引き止めておくことが難しい。 

【Nandasara】 

・なかった。 

インパクト 

4.1.1 上位目標達成

の可能性につ

いてどう評価

しますか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・可能性はあるが、政策当事者に対して WBT のメリットに関する認識をもっと持たせる必要がある。 

・教育において WBT が重要であることは明白。教師の数が絶対的に足らないために WBT で補うことが重要。し

かし、政府内でこの共通認識がまだ不十分であって、WBT 活用に関する緊密な連携が取られていないのがネッ

ク。 

・例えば教育省は、WBT ではなく CD の教材を作成して配布。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・スリランカの IT 教育は次の４つの分類に分けられる。 

①多様な機関が提供している Diploma（資格）。多様な機関が、様々なうたい文句で、多様な期間（1週間、6

ケ月など）でトレーニングコースを展開しており、修了者に Diploma を出している。しかし中身の客観的な基

準がないため、信頼性は低い。スリランカでは、Diploma は悪い意味合いを持つ(bad meaning)ことも多い。 

②IIT(Institute of Information Technology), Royal Institute 等の IT トレーニング機関は、外国の大学と

提携して、Degree を提供している。BIT の competitor でもあるが、値段が高い。しかし、スリランカには"Foreign 

is the Best"という根強い観念があるため、結構人気がある。 

③国立大学の IT コース。現在 13 の大学が IT コースを提供しており、１大学が準備中である。これらの IT コ

ースの質は高いが、定員は各大学ともに 40～50 人程度。UCSC は今年 6月には 240 人を受け入れる予定である。

卒業生の質は上記①②よりも遥かに高いが、総数が少ない。 

④BIT。Web や TV を用いた External な IT 教育方法。教育機関は複数あり、試験は UCSC が統一して行う。 

・この分類の中で、UCSC は③番目と④番目に該当する。他の国立大学と比べても、コンピューターサイエンス

分野では UCSC は最も高い。従って、本プロジェクトは、BIT と提携して、質の高い IT 教育を行っているため、

スリランカ全体の IT スキルの質と量の向上に大きく寄与している。 



【Nandasara】 

可能性はあるが、政策当事者に対して WBT のメリットに関する認識をもっと持たせる必要がある。 

4.1.2 UCSC の IT 研

修コース受講

者からのフィ

ードバックは

如 何 で した

か？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・反応はよかった。研修コースへの参加者の増加がその結果である。 

4.1.3 e スリランカ

政策に対する

UCSC 活動の

影響は何かあ

りましたか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・本プロジェクトは、e スリランカ政策に対するコンテンツ制作者として、また他大学のコンテンツ制作に対

して寄与できる可能性がある。 

・UCSC には内部の Language Research Centre との協力体制の下で、シンハラ語で WBT コンテンツを制作する

能力があるため、例えばスリランカ政府が推進予定の「1000 箇所の tele center」構想の中で、各 tele center

が使うシンハラ語のコンテンツの制作に協力できる。今後 PR していきたい。 

4.2.1 他の IT 研修

機関や大学と

比べて、UCSC

の特徴をどう

評 価 し ます

か？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・UCSC はソフトウエアエンジニアを産業界に最もたくさん輩出している機関である。 

・UCSC はスリランカ全体で最も質の高いソフトウエア技術者の供給元であり、他の教育機関、企業に優れたソ

フトウエアエンジニアを供給する立場にある。 

・WBT の技術を他の機関に普及させる立場にある。 

4.3 上位目標達成

に対してネガ

ティブな事項

はありました

か？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・大学の低い給与水準と政府の規制が改善のネックになっている。 

・UCSC はコロンボ大学とは独立しているために、トレーニーなどの新規雇用に当たっての給与の上乗せも、内

部の Board で決定して迅速に実行に移しているが、UCSC のような自治権を持つ教育機関は少ないため、機関内

での調整に手間がかかることが、スリランカ全体としての優れた教育システムの implementation におけるネ

ックになっている。 

自立発展性 

5.1 JICA の支援

が終わった後

の UCSC の活

動プランは如

何ですか？ 

  

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・ADMTC は UCSC のセンターとして今後とも活動を続ける予定である。 

・JICA のスリランカ、アジアにおける今後の IT 関連のプロジェクトにおいて、UCSC のリソースをもっと活用

するようにして欲しい。 

・現在 SIDA の協力で行っている第三国協力のやり方の中に、今後は WBT を取り入れて行きたい。スタジオと

リソースをもっと活用すればこれは十分可能。 

・現在 Rupavahini テレビ（国営テレビ局）が一本の教育番組を流しているが、100％教育番組にはなっていな

い。今後 UCSC のスタジオを活用してコンテンツを制作し、これを Rupavahini テレビを通じて放映したり、UCSC

が独自に配信設備を配備して自ら教育番組を流すことも可能。 

・スリランカに来る JICA の他プロジェクトの専門家に、スリランカにおける PC、IT 活用方法、言語などにつ

いての研修を行うことも可能であり、日本側に UCSC の活用方法を考えていただきたい。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・UCSC のなかに CSC(Computing Service Center)がある。過去 15 年の間、産業界と大学との間のインターフ

ェイスを勤めてきた部署である。 

・これを株式会社化して、UCSC のリソース（スタジオ・機材等のハード、教育された人材、ソフトウエア）を

活用して、コンテンツ開発のサービスを行うのも一案だと思う。 

・会社のパンフレット等の作成を商売にしている"hSenid"という会社が UCSC にアプローチしてきて、アニメ

ーション等のマルチメディアを盛り込んだコンテンツ制作の Collaboration を提案してきた。同社は、今後の

マルチメディア化のために、人を雇ったが、この人が技術畑の人ではなく Art 畑であったため、UCSC の技術を

使って、今後のマルチメディアコンテンツの制作を共同して行い、同社が販売していくというもの。こういっ

た申し出も考慮しながら、CSC の再活用を考えて行きたい。 

5.1.1 財政的視点 【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・BIT からの収入が寄与する。 

5.1.2 人材的視点 【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・UCSC のスタッフとして新規雇用を行う。 

5.1.3 コロンボ大学

内における位

置付け 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・UCSC はコロンボ大学に対して自治権を持っているとともに連携もしている。それが、UCSC が ICT 人材育成

における国家的なセンターと看なされている理由である。 

5.1.4 WBT 研修機関

として UCSC

を活用すると

いうニーズは

産業界にどの

程度あると評

価しますか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・WBT に対するニーズはあるが産業界の認識はまだ低い。National e-Learning Centre 構想は、WBT の普及を

促進し、JICA プロジェクトの継続発展性にも寄与すると考えられる。 

【UCSC Director,  A.R.Weerasinghe】 

・WBT コンテンツ開発は産業界から関心が高まっており、その人材育成は産業界からのニーズが高まりつつあ

る。 

・マレーシアとタイの IT 技術者研修機関を視察してきた。そこでわかったのが、彼らは次の３つの要素を兼

ね備えており、operation がうまく行っている。 

①プログラマー システム、データベース等の基本的なスキルを備えた人たち 

②Artist  マルチメディアコンテンツを開発する人たち 

③SME  インストラクションデザイン、個別のコンテンツ制作の専門家 

・我々のグループも、①については Direct C/P がカバーし、②についてはビデオアニメーション技術者等を

新たに 3 名雇用したところ、③についても Ms. Thushani A. Weerasinghe（Direct C/P、ID 担当）などが育っ

てきた。 



・従って、マレーシアやタイの IT 技術者育成機関に倣って、UCSC でもこれらのリソースをうまく活用すれば、

産業界のニーズにあうトレーニングを今後展開していけると考えている。 

・また今後とも BIT と提携して、マルチメディアコンテンツを提供していきたい。 

5.2.1 UCSC のカウ

ンターパート

は今後もこの

仕事を続ける

と 思 い ます

か？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・カウンターパートは既にフルタイムであるが、収入が増える可能性があること、優れた設備類が、彼らの継

続的意思をサポートすると考えられる。 

5.2.2 UCSC 内に移

転された技術

は今後とも維

持発展してい

くと評価しま

すか？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・基本的には可能であるが、日本との R&D の継続的な協力体制、および UCSC の売上からの資金的支援が、技

術の継続発展性にとって有益である。 

・Direct C/P に、今の仕事継続へのインセンティブを持たせるために、コロンボ大学内でのマスター取得を推

薦している。 

・豊橋科学技術大学との R&D 協力の継続を希望。 

・インターネットを通じた協力継続も重要であり希望する。 

5.2.3 JICA から供

与された機材

やソフトウエ

アはどのよう

に更新して行

くと考えます

か？ 

【Project Director, V.K.Samaranayake】 

・UCSC は既に収入を得ており、この収入を設備の更新、置き換えに活用することが可能である。スタジオと

WBT コンテンツの売上も寄与する。 

 

 
8. C/P への質問と回答 
No. 質問 回答 

概論 

0.3.1 UCSC の組織

力強化につい

てどう評価し

ますか？ 

【Direct C/P 1】 

・とてもよかった。コンピューターサイエンスをリードする大学として、UCSC は必要な人的資源を十分に備え

ている。 

【Direct C/P 2】 

・もっと自分たちが担当するトレーニングコースを増やして欲しい。トレーニングのインストラクターを行う

ことは準備も含めて忙しいが、自分たちはトレーニングコースを行うことにより、受講生とコミュニケーショ

ンできて、自分たちの知識もリフレッシュされ、新たにどのようなことを知らなければいけないかが明確にな

って、自分たちの学習意欲も増す。トレーニングを行うことによってこのようなよい循環が生まれる。 

【Direct C/P 3】 

・UCSC は、他の大学以上に設備類を備えているが、これらの設備を扱うスタッフのスキルが設備に追いついて

いっていない部分がある。 

【Direct C/P 4】 

・スタッフが過重労働気味である。 

0.3.2 カウンターパ

ートが修得し

た IT スキル

についてどう

評 価 し ます

か？ 

【Direct C/P 1】 

・現在の仕事を行う上において非常に有益である。Toolbook その他の編集ツールを使って WBT モジュールを開

発するスキルを学んだ。また LMS も独力で開発し、それを研修においても用いている。 

【Direct C/P 2】 

・非常にためになった。自分は沖縄で Director, Premier、Authoware などの使い方をマスターした。しかし

それを他人に教えるチャンスがないために、知識が次第に陳腐化している。 

【Direct C/P 3】 

・修得した知識の一部は、それを実装する技術を学んでいないために使われずに終わっている。仕事が忙しす

ぎるために、修得した知識を基にした自分の研究に割く時間があまり取れない。 

【Direct C/P 4】 

・よかった。Linux, Oracle, MySQL、PHP に関する多くの知識を学んだ。自分は JAVA の WBT モジュールを作成

し、それは既に WebCT にアップされていて、多くの BIT の学生がそのコンテンツを使って学んでいる。 

WBT に関する

IT 研修コー

スの成果をど

う評価します

か？ 

【Direct C/P 1】 

・受講生にとって参考になったと考えている。コロンボ大学の法学部は既に WBT を導入している。 

【Direct C/P 2】 

・成果は非常によかった。 

【Direct C/P 3】 

・ID はスリランカにはまだ普及していないが e-learning では非常に大事であり、それをマスターすることが

出来てよかった。中原氏が非常にサポートしてくれた。また Advanced Multimedia Technology コースも非常

にためになった。学んだ知識をもとに IT 研修を行っているが、受講生の反応もよい。 

【Direct C/P 4】 

・成果は非常によかった。 

0.3.3 

  - 6つのWBT

に関する教材

について 

【Direct C/P 1】 

・満足がいくものであった。 

【Direct C/P 2】 

・基本教材は開発して研修に使っている。受講生はよいコメントを出してくれる。教材も使って初めて問題点

などが分かる。 



【Direct C/P 3】 

・我々が開発した研修教材は、実際の研修において有効に使われている。特に ID の教材はベスト教材だと思

う。 

【Direct C/P 4】 

・基本教材は開発して研修に使っている。 

  - 200 人の

大学における

コンテンツ開

発、IT 研修受

講者について 

【Direct C/P 1】 

・最初の頃は参加者が少なかったが、2004 年からスケジュールを月－金から、金－日（2 回）に変えた結果、

増えてきた。 

・参加費が 9.000 ルピーというのは少し高すぎると思う。 

【Direct C/P 2】 

・研修コースは成功であった。我々は、スリランカではまだなじみの薄い e-learning を引き続き教えて行き

たいと思っている。 

【Direct C/P 3】 

・研修コースは成功であった。WBT はスリランカではまだ目新しい。ID の手法などを紹介していくことはやり

がいがある。 

【Direct C/P 4】 

・106 人の受講生をトレーニングした。 

WBT モジュー

ルの開発と提

供についてど

う評価します

か？ 

【Direct C/P 1】 

・一人が WBT モジュール開発に関する全てのタスクを行う必要があるため、人によってはその仕事を達成する

のが困難な場合もある。 

【Direct C/P 2】 

・我々は目標を達成したが、UCSC のインダイレクトカウンターパートはあまりに忙しいために、十分に指導を

受けられなかった。忙しいのでコンタクトするのも難しい。 

【Direct C/P 3】 

・成功した。 

【Direct C/P 4】 

・自分ひとりで JAVA のモジュールを作らなければ行けなくなって、遅れている。 

  - 8つのWBT

モジュールに

ついて 

【Direct C/P 1】 

・一つのモジュールを完成させるのに必要な時間は、そのモジュールの学習目標に依存する。 

【Direct C/P 2】 

・自分の担当モジュールは完成させた。インダイレクトカウンターパートは忙しくてあまり相談できなかった

ため、自分たちで問題点を解決せざるを得なかった。部屋については、レイアウトを変えて、ガラスを一部不

透明なものに変えて、多少は環境が改善された。 

【Direct C/P 3】 

・開発時間はあまりにもかかりすぎた。 

【Direct C/P 4】 

・6 つのモジュールはまだ開発の途中にある。 

  - 300 人の

UCSC で研修

を 受 け た生

徒、受講者に

ついて 

【Direct C/P 1】 

・研修を行った。 

【Direct C/P 2】 

・まだ 300 人には達していない。 

【Direct C/P 3】 

・20 人の MSc の学生は WBT コンテンツで研修を受けた。 

0.3.4 

  - 1000 人の 

WBT コンテン

ツ で 学 んだ

BIT の学生に

ついて 

【Direct C/P 1】 

・現在実行中である。 

【Direct C/P 2】 

・今のところ、2 つのモジュールは BIT 学生がアクセスすることが可能であり、我々は彼らのコメントを待っ

ているところである。 

【Direct C/P 3】 

・今のところ、2つのモジュールは BIT 学生がアクセスすることが可能であるが、評価はまだなされていない。

妥当性 

1.2.1 IT 研修の視

点から見て、

スリランカの

他の大学や企

業 と 比 べて

UCSC の位置

付けをどう評

価しますか？ 

【Direct C/P 1】 

・パイオニアである。 

【Direct C/P 2】 

・UCSC はベストの研修機関であって、他の機関の人たちも学びに来ている。 

【Direct C/P 3】 

・スリランカで最高の機関である。 

【Direct C/P 4】 

・自分がここに来る前に務めていた IT トレーニング会社である APTECH, EWIS と比べると、技術レベルも設備

も遥かに UCSC のほうが優れている。 

1.3.1 UCSC のスタ

ッフの IT ス

キルをどう評

価しますか？ 

【Direct C/P 1】 

・現在の IT 研修のトレンドは、Certificate 取得が出来るものが多いため、UCSC にも Certificate を取り入

れるのも一案である。 

【Direct C/P 2】 

・現在のスタッフの技術力は高い。しかし、新しい技術の習得、ソフトウエアの update に対する対応などが

求められる。 

【Direct C/P 3】 

・UCSC のスタッフはハードワークで忙殺されており、IT スキルをマスターするための時間がない。しかし、

もし奨学金をもらってより高度な研究に携われたら、それは UCSC の将来にとってプラスになるであろう。 



【Direct C/P 4】 

・UCSC のスタッフは IT スキルを修得するのが上手である。 

1.3.2 UCSC のスタ

ッフの人数と

能力をどう評

価しますか？ 

【Direct C/P 1】 

・非常に優れている。 

【Direct C/P 2】 

・人材に不足があり、特に JAVA 技術などは詳しい人が殆どいない。 

【Direct C/P 3】 

・UCSC のスタッフはまだ不足している。 

1.5.1 本プロジェク

トの上位目標

達 成 の ため

に、他の大学

と 比 べ て

UCSC の位置

付け、役割を

どう評価しま

すか？ 

【Direct C/P 1】 

・IUF のような組織を持っている大学は殆どないため、最も産業界のニーズに近いことに取り組んでいる機関

だと思う。 

【Direct C/P 2】 

・自分たちは優秀で勤勉なスタッフであり、勤務時間以外にも追加手当なしで働いている。 

【Direct C/P 3】 

・UCSC は IT プロジェクトを行うための最適の機関であり、スタッフも勤勉である。土日や残業も多い。でも

個人的にはこの点不満ではない。 

1.5.2 プロジェクト

の計画、管理

をどう評価し

ま す か ？特

に 、 "Web 

system 

technology"

と 

"Instruction 

design 

methodology"

が後から追加

されたことに

対してどう評

価しますか？ 

【Direct C/P 1】 

・いずれも非常に重要なテーマである。 

【Direct C/P 2】 

・プロジェクトプランはよかった。しかし我々には決まったキャリアパスがなく将来がはっきりしていないた

め、今マスターコースに入って勉強している。 

【Direct C/P 3】 

・プロジェクトプランはよかったが、WBT コンテンツ作成方法に関する指示がころころ変わった。最初は

ToolBook、次に Flash、Dreamweaver 等新しい指示が次々に来て混乱した。 

【Direct C/P 4】 

・マネジメントは明確ではなく、我々のゴールは頻繁に修正された。Dreamweaver, HTML, Authorware, Toolbook

などツールも頻繁に変わった。またコンテンツのプラットフォームも、WebCT から Apache-PHP(LAMP),さらに

スエーデン性の LMS と変わり、最後に WebCT に戻った。 

1.6 上位目標達成

に対するネガ

ティブな事項

はありました

か？ 

【Direct C/P 1】 

・自分たちの給与は 15,000 ルピー程度であるが、同種の人たちの企業における給与は 50,000 ルピー程度と聞

いている。 

・また自分たちはいつまでたっても Instructor のままであって、Career Path がないことも残念。 

・自分がここにいるインセンティブは、新しい技術や知識を最も早くキャッチできるから。 

・Degree を取ることも薦められており、キャリアパスのために、今後チャレンジしたいと思っている。 

【Direct C/P 2】 

・部屋の環境はよくなく、通りすがりの人たちから自分たちをガラス越しに見られた。ガラス窓とレイアウト

を変えて、環境は改善された。 

【Direct C/P 3】 

・教材を開発している最中でも雑音が多くて集中できなかった。レイアウトを変えて少しましになった。 

【Direct C/P 4】 

・ID について、何人かの専門家から学んだが、内容が異なったため混乱した。 

有効性 

2.3.2 WBT 実装技術

の修得は、プ

ロジェクト目

標にどの程度

寄与したと評

価しますか？ 

【Direct C/P 1】 

・非常によかった。 

【Direct C/P 2】 

・正の循環を作るためにも、トレーニングをどんどん行いたい。毎日同じことをやっていても進歩はない。 

【Direct C/P 3】 

・修得したスキルと知識は、自分で WBT を開発する上で非常に役に立っている。 

2.3.3 WBT に関する

IT 研修コー

スはプロジェ

クト目標にど

の程度寄与し

たと評価しま

すか？ 

【Direct C/P 1】 

・目標を達成するために効果的であった。 

【Direct C/P 2】 

・我々の間で情報をシェアできてよかった。しかし、自分はコースのコーディネーターを行ったために自分自

身の教材を作る時間が十分に取れなかった。 

2.3.4 WBT コースコ

ンテンツは、

プロジェクト

目標にどの程

度寄与したと

評 価 し ます

か？ 

【Direct C/P 1】 

・目標を達成するために効果的であった。 

【Direct C/P 2】 

・我々にもっと現実的な環境を提供してくれた。 

【Direct C/P 3】 

・WBT モジュールを開発することによって、実際の e-learning コンテンツを作る実経験を得ることが出来た。

2.4 プロジェクト

目標達成に対

するネガティ

【Direct C/P 1】 

・2 名が去っていき、負担が増大した。産業界の給与水準と比べると低い。 

【Direct C/P 2】、【Direct C/P 3】 



ブな事項はあ

りましたか？ 

・なし。 

【Direct C/P 4】 

・人の管理方法が劣っており、週末勤務に対する支払も遅い。 

効率性 

3.1.1 日本から投入

された人材の

質、人数、機

関についてど

う評価します

か？ 

【Direct C/P 1】 

・Linux が 1～2週間、3D が 2～3 週間だったが、短すぎた。 

【Direct C/P 2】 

・よかった。サーバーサイド技術と 3D グラフィックス技術をもっと修得したかった。 

【Direct C/P 3】 

・基本的にはよかった。しかし最初の頃の専門家（Linux とマルチメディア担当）は英語がダメだった。PHP

と 3D のトレーニングコースでは、実習の時間が少なすぎて、課題を消化できなかった。 

【Direct C/P 4】 

・よかったが、サーバーサイド技術をもっと修得する必要がある。 

【InDirect C/P】 

・短期専門家は能力は大変高く、トレーニングは参考になった。 

・最初の頃に来たマルチメディアの講師は英語力がなかったために、説明している内容を理解するのに苦労し

た。教えるための技術は持っていたようだ。 

・小暮氏は最高の講師であった。 

3.1.2 日本から提供

された機材の

質、量につい

てどう評価し

ますか？ 

【Direct C/P 1】 

・よかった。しかしハード技術の進歩のテンポが速いためにアップデートが必要。 

【Direct C/P 2】、【Direct C/P 3】 

・よかった。 

3.1.3 

日本に派遣さ

れた研修生の

研修コースの

質、期間につ

いてどう評価

しますか？ 

【Direct C/P 1】 

・期間は不十分であった。研修終了後に JICA のトレーニングセンターでそのことを議論した。 

【Direct C/P 2】 

・非常によかった。不要なプログラムはなかった。しかし修得した内容を他人に教えるレベルには達していな

い項目もある。 

【Direct C/P 3】 

・多くの企業を訪問して、彼らの Information Systems をみたが、どのようにしてその Information Systems

を implement するのかという点については何も教えてもらえなかった。 

【Direct C/P 4】 

・トレーニングプログラムは非常によかった。しかし、沖縄の Flash, Authoreware のバージョンは UCSC のよ

りも古いとともに、OS は Windows であった。出来れば統一して欲しかった。 

【InDirect C/P】 

・沖縄での 3ケ月の研修はとてもためになった。講師は、技術力、英語力全てにおいて perfect であった。 

・沖縄で学んだ知識、短期専門家から学んだ知識は今の仕事にフルに活かしている。Director なども使いなが

ら、マルチメディアコンテンツの編集を自ら行っている。 

3.3 
成果を出す上

においてネガ

ティブな事項

はありました

か？ 

【Direct C/P 1】 

・過重な負担。 

【Direct C/P 2】 

・なし。 

【Direct C/P 3】 

（上述の内容に同じ。） 

インパクト 

4.1.1 上位目標達成

の可能性につ

いてどう評価

しますか？ 

【Direct C/P 2】 

・我々は正しい道を歩んでいる。しかし、まだ WBT の知名度は低いから、もっと広報が必要。 

【Direct C/P 3】 

・スリランカの IT 人材の質と量を改善することは可能。スリランカの改造コンセプトが提唱されている今、

それを行う時である。 

【Direct C/P 4】 

・研修コースで修得した技術を実用化する機会はまだ少ない。 

4.1.2 UCSC の IT 研

修コース受講

者からのフィ

ードバックは

如 何 で した

か？ 

【Direct C/P 1】 

・フィードバックは非常によい。自分たちは実務経験がないが、トレーニングコースの中では、実際の例を極

力紹介するように努めている。それが好評な一つの理由なのであろう。 

【Direct C/P 2】 

・好意的なフィードバックを受けているため、受講者はコース内容、教材に満足していると思う。 

【Direct C/P 3】 

・受講者は研修内容を賞賛してくれている。 

【Direct C/P 4】 

・好意的な意見が多い。 

4.2.1 他の IT 研修

機関や大学と

比べて、UCSC

の特徴をどう

評 価 し ます

か？ 

【Direct C/P 1】 

・他の大学や研修機関と比べて、インストラクターが優れている。 

【Direct C/P 2】 

・スタッフが優秀で勤勉である。 

【Direct C/P 3】 

・勤勉である。 

4.3 上位目標達成

に対してネガ

【Direct C/P 1】 

・ない。 



ティブな事項

はありました

か？ 

【Direct C/P 2】 

・過重な負担が多く、スケジュールどおりにことが運ばないこともあった。そのため、追加勤務手当てなしで

休日等に働かなければいけないこともあった。 

【Direct C/P 3】 

・ラップトップ PC が、皆が家に持って帰れるだけあれば、仕事を遅くまでしなくても済む。 

【Direct C/P 4】 

・開発、研修、秘書業務、外へのデリバリー、ラボの管理等、勤務内容は過重。ボイスレコーディング機能付

きのマイクロフォンは一つしかない。 

自立発展性 

5.1.4 WBT 研修機関

として UCSC

を活用すると

いうニーズは

産業界にどの

程度あると評

価しますか？ 

【Direct C/P 1】 

・ニーズはあるが、もっと広報が必要。 

【Direct C/P 2】 

・産業界からはいろいろなリクエストを受けているが、まだ十分な対応はできていない。 

【Direct C/P 3】 

・産業界や教育機関等から、e-learning コンテンツ制作、IT 研修実施に対する協力依頼がいくつか来ており、

ニーズはあると思う。 

【InDirect C/P】 

・今後、Director, Flash, LMS, ID などに関する Advanced なコースを展開するべき。産業界からのニーズは

今後１－２年でもっと高まる。 

・BIT の放送用のコンテンツを引き続きスタジオで作成して収入を得るとともに、WebCT に載せて e-learning

用としてもチャージしていくべき。 

・参加費はもう少し安くすべき。 

5.2.1 UCSC のカウ

ンターパート

は今後もこの

仕事を続ける

と 思 い ます

か？ 

【Direct C/P 1】 

・続けていくと思う。しかしインストラクターとしてのキャリアパスは明確ではない。我々はこのポジション

で、他人に教えることによって喜びを感じるとともに、より高度な教育を受けたいと希望している。 

【Direct C/P 2】 

・UCSC の管理者が、過重な負担なく、自分たちにどの程度の研究を可能とし、より高度な教育を受ける機会を

与えてくれるかに依存する。我々の将来はまだ不透明であるが、自分は教えることが好きだからここにいる。

人に教えることによって自分の知識もアップデートされる。したがって、トレーニングする機会をもっと増や

して欲しい。 

【Direct C/P 3】 

・続ける。 

【Direct C/P 4】 

・UCSC の管理者が、過重な負担なく、自分たちにどの程度の研究を可能とし、より高度な教育を受ける機会を

与えてくれるかに依存する。少なくとも週末は自由に使いたいし、M.Sc., M.Phil.などもっと高度な教育を受

けたい。キャリアパスのために、今マスターコースに入っている。 

5.2.2 UCSC 内に移

転された技術

は今後とも維

持発展してい

くと評価しま

すか？ 

【Direct C/P 2】 

・絶えず産業界のニーズを見ながら、また一方で技術の進歩やソフトウエアの進歩をフォローしながら、受け

るコースを提供していく必要がある。 

【Direct C/P 3】 

・ID と WBT のうまい combination のコースを提供して、e-learning 全体のオーバービューを受講者に与えれ

ば、受講者は e-learning の重要性、魅力に気が付くために、もっと参加意欲がわいてくると思う。 

・また、実際の e-learning を模擬したバーチャルクラスルームによるトレーニングも、e-learning の実際の

オペレーションを学ぶのに役立つと思う。 

5.2.3 JICA から供

与された機材

やソフトウエ

アはどのよう

に更新して行

くと考えます

か？ 

【Direct C/P 1】 

・トップに位置する組織にふさわしい最新技術やソフトウエアをキープする必要がある。 

【Direct C/P 2】 

・ハードとソフトをアップデートすることによってよりよい成果を出すことが出来る。 

【Direct C/P 3】 

・我々が使っているソフトウエアは専ら他の国で使われているソフトであり、そのソフトを継続的にアップデ

ートして行くための対応をしっかり認識すべきである。ハードウエアもアクセサリを自分たちで装着すること

により更新していくべきだ。 

【Direct C/P 4】 

・プロジェクトが終了するまでには、ハードウエアの更新に更なる経費が必要とされる。その資金をどこから

持ってくるかが問題である。 

 



 
9. BIT 学生への質問及び回答 
No. 質問 回答 

1 BIT の WBT は

効果的と思

いますか？ 

【Open University】 

・WBT は非常に効果的。自分は Open Univ.の学生であるが、Open Univ.から教材にアクセスできてダウンロー

ドできるのはとても便利。 

・大学以外からでも、いたるところにある Internet Café からアクセスできる。 

・特によかったコースを上げると、Fundamental Programming、System Analysis Design, Mathematics である。

・今日の試験も WBT でよく勉強したために、間違いなくパスする自信がある。 

【Open Ark Computer School】 

・とても効果的。自分も先週末の BIT の試験の前に、繰り返しコンテンツにアクセスして、クイズ問題の迅速

な回答の練習などをおこなった。 

・自分は JAVA と PC Application を受けたので、この WBT コンテンツを何回も読み返した 

・同じ Open Ark Computer School の友達も、この WBT コンテンツで試験前に何回も勉強したために、友達も含

めて、おそらく試験はパスすると思う。 

 

 
10. その他研修受講者への質問及び回答 
No. 質問 回答 

1 WBT トレーニ

ングは効果

的 で し た

か？ 

【Lecturer of Statistics, UCSC】 

・自分は統計学を選考していて、SAS 等を使った分析法を研究している。UCSC の MSC(Master of Science)に属

している。 

・ID と WBT コンテンツ開発を受講した。 

・講義の後に Practice の時間が 20 分ほど取ってあり、コンピューターを実際に使って演習できるので大変た

めになった。 

2 トレーニン

グで得た知

識を今の仕

事で活用し

て い ま す

か？ 

【Lecturer of Statistics, UCSC】 

・学んだ Web コンテンツ制作手法を活用して今 WBT コンテンツを作成している。 

・トレーニングでは Authoreware、Dreamweaver といった高価なツールを使った演習を行ったが、今は安価な

Frontpage を用いて、Web コンテンツを制作している。 
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関係者質問及び回答表（2） 

（アンケート結果及び集計結果） 

 

WBT のトレーニング受講者 53 名に対して Web アンケートを行った結果、15 名から回答があった。そ

の内容を分析した結果は以下のとおり。 

 

1. 回答者の職種 

IT 研修 3

管理職 2

コンテンツ開発 6

営業 0

その他  4

 

「その他」と回答してきた者の職種は以下のとおりであった。 

管理職と IT 研修 

教育研究 

研究所の技術スタッフ 

ICT 関係の研究開発 

 

これより、回答者のうちの半分近い 6名が、実際のコンテンツ開発、ソフトウエア開発に携わってい

る者であり、残りのうちの 4 名がトレーニング担当者、管理職 2 名、研究職 2 名という構成であった。 

 

2. 回答者の所属する機関 

大学 9

他の教育機関 0

IT 研修機関 1

他の民間企業 0

NPO 0

その他 5

「その他」と回答してきた者の所属する機関は、3 つが銀行、1 つが通信会社、もう 1 つが民間研究

機関であった。 

 

3. トレーニングを受講する動機 

表現は異なるが、Web コンテンツ開発技術を学びたいという動機を持っている者が多いことが見て取

れる。もっともこれは、UCSC が設定したコースがコンテンツ開発に重点が置かれていたためでの必然の

結果であるとも言えよう。 

・WBT と CBT のコンテンツ開発技術を修得する。 

・Web に合致する教材の開発方法 

・WBT に関するコンテンツ開発技術の修得 

・WBT コンテンツ開発とマルチメディア技術の修得 

・Apache 環境における PHP を利用したサーバーサイドプログラミング技術の修得 

・Flash 技術の修得 

・教材開発手法の修得 

・オンライン教材開発手法の修得 

・e-learning 用マルチメディアコンテンツ開発技術の修得 

・WBT コンテンツ開発技術の修得 

・Web と CD-ROM ベースの情報デリバリー方法の習得 
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・WBT コンテンツの開発技術修得 

・4-16 歳の子供向けの効果的な IT 教材開発と Web 教材開発方法の習得 

・e-learning 用 LMS 技術とコンテンツ開発技術の修得 

 

4. 受講したトレーニングコース 

2 回以上トレーニングを受講した者もいるため総数は 16 となっている。 

コンテンツ開発関連コースの受講者が 10 名となっており、ついでインストラクションデザイン（ID）

が 4名で続いている。 

Workshop on WBT (103)(23/10/2003) 1

Training Course #1 Instructional Design Methodology for WBT (7) (17-21/11/2003) 4

Training Course #1 System Development for WBT (13)(24-28/11/ 9-13/12/2003)  0

Training Course #2 Introduction to Instructional Design (23)  (19/03/2004) 0

Training Course #3 Multimedia Content Development Tools (9)(10-14/05/2004) 1

Training Course #3 Instructional Design Methodology (9) (12-21/05/2004) 0

Training Course #3 System Development (5) (24/05-04/06/2004) 1

Training Course #4 Multimedia Content Development Tools (13) (05-10/07/2004) 3

Training Course #4 Instructional Design Methodology (6) (12-16/07/2004) 0

Training Course #4 System Development (4) (19-30//07/2004) 0

Seminar on WBT for JCC IUF members (20)(30/09/2004)   0

Training Course #5 Content Development  Delivery (14) (29/10-07/11/2004) 2

Training Course #5 Content Development for CD-ROM (14)(12-21/11/2004) 4

 

5. トレーニングで習得した技術内容 

Web コンテンツの中でも特に Flash を上げているものが 5名もいることは注目される。 

Atutor. Photoshop. Mac. Flash 

Instructional Design 

CD-ROM 教材 

Web 技術とマルチメディア技術に関する最先端の技術 

PHP プログラミング 

アニメーションオブジェクトの作り方 

コンテンツ分析 

教育手法 

Flash 

Web デザイン、Photoshop 

Flash を用いたマルチメディアコンテンツ開発 

Macromedia Flash 

ストーリーボードを使った教材開発手法、および Flash アニメーション 

最先端のツール群を使った e-learning 環境開発 
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6. 当初の目的と比較した達成度、および理解度 

当初の目標に比べて、トレーニング終了後の目的達成度は、15 人全員が目的の半分以上から 9割まで

を達したと回答している。また理解度については、目的達成度以上に高いスコアの回答となっており、

3名は 9割以上の理解が得られたと回答している。 

（達成度） 

0

1

2

3

4

5

6

7

90 or
more

75-90 60-75 40-60 25-40 10-25 less than
10

回答数

 

（理解度） 

0

1

2

3

4

5

6

90 or
more

75-90 60-75 40-60 25-40 10-25 less than
10

回答数

 

 

目的達成度と理解度に関するコメントの中から、上記結果を解釈するために重要と考えられるコメン

トは以下のとおりである。 

 

目的達成度と理解度が比較的高かった理由： 

・ 自分はトレーニングを受けるための前提条件を満たしていた。またトレーニングの内容がよかった。 

・ 講師のスキルが高かった。 

・ 時間配分も最適であった。 

目的達成度、理解度が 100 でない理由： 

・ 演習の時間が不十分であった。 

・ 前提条件を満たしていなかった。 

・ 演習時間中の講師の数が少なすぎた。 

・ 講師のスキルが不十分であり、追加的な質問に対応してもらえなかった。 

理解度よりも目的達成度が低い理由： 

・ トレーニング内容のレベルが低すぎた。 
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7. トレーニング内容に関する評価 

トレーニング内容に関する評価を、①トレーニング内容とスケジュール、②講師の質、③装置類、④

総合評価の点から 5段階評価で評価してもらった結果が、下の図である。 

 概ね評価はかなり高いことが分かる。 

 装置類以外は、Good の評価が圧倒的に多く、装置類は半数以上が Excellent と評価している。総合評

価については、15 名中 11 名が Good であった。 
V

e
ry

 P
o
o
r

P
o
o
r

F
ai

r

G
o
o
d

E
xc

e
lle

n
t

ｺﾝﾃﾝﾂ･ｽｹｼﾞｭｰ
ﾙ

0

2

4

6

8

10

12

ｺﾝﾃﾝﾂ･ｽｹｼﾞｭｰﾙ

講師

装置類

総合評価

ｺﾝﾃﾝﾂ･ｽｹ
ｼﾞｭｰﾙ

4 9 2

講師 3 11 1

装置類 1 5 9

総合評価 2 11 2

Very
Poor

Poor Fair Good
Excell
ent

 

 

トレーニング内容とスケジュール、および講師については次のような評価がなされており、これがほ

ぼ同じ傾向となった総合評価の理由になっているものと考えられる。 

 

（トレーニング内容とスケジュール） 

比較的評価が高かった理由： 

・ １週間コースとしては内容と深さは妥当である。 

・ コース内容は重要な内容をカバーしており、時間の配分も適切であった。 

・ コース内容はよかった。  

Excellent ではなかった理由： 

・ もっと進んだ内容が盛り込まれるべきである。 

・ 出席者のレベルに応じた暮らすわけを行うべきである。 

・ 演習時間が少なすぎた。  

・ 期間が短すぎた。 

・ 講師の質が低かった。 
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（講師について） 

比較的評価が高かった理由： 

・ 指導方法が素晴らしく、コースが終わった後のサポートもよかった。 

・ 講師の能力は高く、講義の方法もよかった。特に中原孝子講師がよかった。 

・ 講師の質は高かった。必要な情報も与えてくれた。 

・ 講師は受講生をよく help してくれたし、限られた時間内で内容をカバーしようと努めていた。 

Excellent ではなかった理由： 

・ 講師は、コンピューターがバックグラウンドでない受講者に対する指導方法を知らなかった。 

・ 講師は実務経験がなかった。 

・ プレゼンテーションのスキルが劣っていた。 

 

8. トレーニング結果の活用度 

 WBT トレーニングで習得した内容を、現在の仕事でどの程度活用しているかを調べた結果をみると、

活用しているという回答が相当数を占めたが、まだ活用し切れていないという回答もかなりあった。 

0

1

2

3

4

5

6

7

less
than 10

10-25 25-40 40-60 60-75 75-90 90 or
more

人数

 

活用しているという内容： 

・ 現在習得内容を活用できるポジションにある。 

今のままでは難しいけれど今後活用していきたいという内容： 

・ 自分はフルタイムではない。 

・ 他のプロジェクトに従事している。 

・ 時間がない。 

・ 今のままではまだ技術力が不足している。 

・ 今後活用していきたい。 
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9. 今後 UCSC に実施を希望する IT コース 

寄せられた回答を分析すると、IT トレーニングコースとしての内容と、大学の教育コースとしての内

容に大別される。 

 

IT トレーニングコースとして： 

・ マイクロソフト、シスコといったベンダー資格 

・ ネットワーク、インターネット技術 

・ プログラミング技術 

・ 実プロジェクトに即したより実践的なコース 

・ マルチメディア関係の WBT 技術 

・ e-learning、ツール 

・ フラッシュ等のマルチメディア 

教育コースとして： 

・ 資格付与コース、IT・ネットワーキングの学位付与 

・ 大学院のコース 

・ 教師を対象とした WBT コース開発に関するコース 

 

10. 他の IT トレーニング機関と比較した場合の UCSC の評価 

 他の IT トレーニング機関と比較した場合の UCSC の評価は、総じてかなり高い。その具体的コメント

は次のとおりである。 

 

・ 他の機関よりも優れている 

・ 評判が高く設備も近代的 

・ UCSC はスリランカの中のベスト IT トレーニング機関の一つであり、タイムリーで質の高いトレー

ニングコースを経済的な価格で提供している 

・ UCSC は他の民間の機関よりも遥かに優れており、今後もその立場は変わらないであろう。 

・ 他の多くの機関はマイクロソフト Office のような一般的に普及している IT コースを提供している

が、UCSC は e-learning やマルチメディアのコースを提供している。 

 

また、専門実務経験に欠けており、民間部門との提携を行うべきとの声もあった。 

 



 

 

スリランカ民主社会主義共和国情報技術分野人材育成計画終了時評価 

調査団長所見（総括） 

 

団長・総括  新関 良夫 

 

(1) 結論 

今次評価の結果、目標はほぼ達成できると判断し、当初予定通り本年 5月 31 日を以って協力

を終了する。 

 

(2) UCSC の現状 

 UCSC はその前身である ICT において既に JICA による技術協力を受けた経験がある。その経験

をもとに、当時のキーパーソンであった本プロジェクト・ダイレクターの強力なリーダーシッ

プと広範な人脈に基づく自助努力によってスリランカにおけるIT人材育成の拠点としてゆるぎ

ない地位を築いてきた。 

 今回の協力で、R&D を含む WBT 関連技術が移転されたことによって、UCSC はスリランカにお

ける IT 関連人材育成に一層効果的・効率的に貢献できるようになったと高く評価できる。 

 

(3) 技術移転 

直接 C／P が２名離職したが、他の C／P の努力によって大きな影響はなかった。はじめから

分野を限定せずにすべての C／Pに技術移転を実施した効果でもあると考えられる。すなわち個

人ではなく組織に技術移転が蓄積したのである。 

 本プロジェクトでは、長期専門家を２名（チーフアドバイザー、技術調整員）とし、殆どの

技術移転を短期専門家の派遣と日本研修によって実施した。特に、WBT の中核技術である ID（イ

ンストラクショナル・デザイン）と R&D については、同一の専門家を複数回派遣した。かつ、

派遣期間の狭間においてもインターネットを通じて指導がなされ、非常に効率的かつ効果的に

技術移転が行われたと評価できる。１回目の技術移転で専門家と C／Pとの暗黙知が共有された

ことにより、相互理解が培われたことが、成功の要因であろう。まさに、対面型技術移転と遠

隔型技術移転のブレンディッド・アプローチの成果といえる。 

 

(4) 自立発展性 

 組織的・技術的・財政的自立発展性は十分高い。 

 UCSCの前身であるICTへの技術協力の時からスリランカのIT関連人材育成に大きく貢献して

きたプロジェクト・ダイレクターが本プロジェクトの終了を待たずに UCSC から去ることで若干

の危惧が残ったが、引き続きスリランカにおける IT 政策実施の中心的組織の議長職に就任する

こと、後継たる人材が育ってきていることなどから UCSC の展望は明るい。  

 また、新しい世代が UCSC を指導していくことによって新たな方向性が生まれてくるという期

待もある。 



 

 

(5) 今後の類似プロジェクト形成へ向けて 

本プロジェクトの特徴は、短期専門家主体技術移転、プログラム（WBT モジュール）開発、R&D

活動、の３つである。この視点から今後の類似プロジェクトの形成時に参考となるのは以下の

点であろう。 

① 短期専門家主体技術移転：専門家のリクルートが難しい分野、特に絶対数が少ない分野、

での技術移転には効果的であるが、以下の点に留意する必要がある。 

・ 最低２回の派遣は必要であり、初回の派遣では可能な限り長期とし、C／Pとのコミ

ュニケーションを密にする。 

・ 派遣期間間もインターネット等によるフォローを行う。 

・ 長期を含む他の専門家による技術移転との連携を密にする。 

② プログラム開発：プログラム開発はあくまで技術移転のツールとして活動に含ませるのが

良い。達成度評価の対象とする場合は、あくまでプロトタイプとしての完成度に留めるべきで

ある。 

③ R&D 活動：基本的には R&D 活動をプロジェクトに含めるべきではない。主たる理由は、成果

の評価が難しい、活動の時間軸が通常想定される協力期間とあわない、という２点である。し

かし、本プロジェクトでの成果から、以下のような可能性があれば十分に検討の余地がある。 

・ スキルの高い人材を取り込むことができる。 

・ 将来の自立発展性に寄与できる。 

・ 日本からの長期的な支援が期待できる。 

 今後に活かすべき教訓をさらに一点付け加えるとすれば、ロジカルフレームワーク（PDM）の

品質の確保であろう。5項目評価そのものについては妥当であると考えるが、その評価の対象で

あり、基礎ともなるべき PDM の品質が低ければ、いかに 5 項目評価を理論に忠実に行ったとし

てもその結果の品質・信頼性・説得力は弱くなる。  

 具体的に考慮すべき事項として以下の３点をあげる。 

・ 使用する言葉の定義の一貫性と明確化 

・ 定量的指標算出根拠の明確化 

・ 指標の妥当性・検証可能性の十分な検討 

 

(6) その他 

WBT の最大にして根本的なメリットは、学びたいがその機会のない人にその機会を提供する、

ことにある。その意味でインタビューの中に「教わるという受身の姿勢から、自ら学ぶ姿勢へ

のパラダイムシフトが起きつつある」という発言を聞いたことは喜ばしい限りである。WBT に係

わる技術は移転できるが、このような姿勢の変化は、外から強制されるものではなく、まさに

スリランカの人々の主体性の発露であるからである。 

 UCSC の活動を通じた WBT の普及が少しでもスリランカにおけるデジタル・デバイドの解消に

貢献することを期待する。 

 以 上 
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 調査団員所見（R&D 分野について）  

 

豊橋技術科学大学工学教育国際協力研究センター 

本間 寛臣（研究開発評価） 

 

（1） 各R&D分野のソフトゴール達成度 

    以下の3テーマについて研究開発が実施された。 

① 3D Graphics and Virtual Reality 

② Robust Speech Recognition 

③ Multimedia Database System for WBT 

 

研究期間は2002年9月から2005年5月までである。しかしながら、機材の発注・納入が完了し

研究を開始できたのは2003年12月からであり、実質研究期間は1年5カ月間である。 

これらのR&Dグループにはそれぞれ豊橋技術科学大学の2教授（金子豊久教授・新田恒雄教授）

がアドバイザーとなり研究実施面での細かい指導を行った。 

 最終評価に当たっては2004年12月28日の段階で両教授に各研究グループが中間評価時に

掲げたソフトゴールの達成度に関して評価をしてもらった。その結果を別表に示す。 

 2005年3月の最終評価時には別表に示した両教授による評価を確認するために研究グル

ープ長による成果報告(プレゼンテーション)を受けるとともに、研究室で製作したソフ

トの説明を受け、そのデモストレーションを見学した。これにより、両教授が下した評

価に関して最終確認するとともに、本年1・2月での研究実施によりソフトゴールの達成

度の向上を確認できた場合には、評価を修正した。その結果を別表に太字で示した。 

 

ソフトゴール達成度の詳細は別表を参照されたい。ここではR&Dプログラムの総評を述べる。 

 実質1.5年間の研究期間を考慮すると、特にグループ①と③はすばらしい成果を挙げてい

る。 

 研究グループによって設定されたソフトゴールのほとんどはグループ①と③によって達

成されている。 

 グループ②の主装置が2004年に納入されたため、研究の開始は当初計画よりかなり遅れ

たが、大変な努力の結果、研究の遅れをかなり取り戻しており、ソフトゴールの達成に

かなり近づきつつある。 

 

（2） 今後のUCSCにおけるR&Dの展望 

 上述したように、3 研究グループは研究成果を着実に上げており、その成果は WBT の要素技

術として確実に生かされるものと確信する。すでにその様な動きがグループの中に出てきてい

る。 

さて、UCSC にはかなり優秀な教官がいるが、これまで研究活動は盛んでなかったと推察され



 

 

る。プロジェクト開始時には、教官の居室は確保されてはいるものの、研究室らしきものは皆

無であった。しかしながら、本プロジェクトで研究開発プログラムが開始されたことにより、

研究グループが形成され、研究装置が用意された部屋に若手教官および学生たちが集まり、研

究が実施され、着実に成果が出された。このような研究活動は UCSC に大きなインパクトを与え

たと思われる。具体的にこのプログラムの効果として、 

 3 つの研究グループから研究室（3D グラフィック・仮想現実、音声認識、マルチメディ

アデータベース）へと昇格し、UCSC 内に正式に研究室として設置された。 

 多くの学部学生が上記 3研究室で卒業研究を実施することを希望するようになった。 

 若手教官が研究環境に接し、研究を実施する機会に恵まれ出した。 

 上記研究室はこれまでの研究実績をもとに、外部機関と共同研究あるいは外部研究資金

獲得に積極的に動くことが可能となった。 

 

このような具体的な効果に鑑み、UCSC の研究開発活動は上記 3研究室を中心に確実に推進さ

れていくものと思われる。ただし、これには研究資金の獲得がスムースに行われる必要がある。

また、豊橋技術科学大学新田教授は研究支援をプロジェクト終了後も継続することを約束して

おり、少なくとも 2研究室の研究活動は継続して実施される。 

以 上 
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